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平成 23年度 国土交通行政実務研修レポート

所 属：（延岡市総務部職員課付）

国土交通省国土政策局総合計画課

研修員氏名：甲斐章悟．

下記のとおり、平成 23年度国土交通行政実務研修に関して、研修レポートを提出いたし

ます。

1 .研修期間

平成 23年4月1日（金） ～ 平成 24年3月30日（金）

2.担当業務及び業務内容

( 1 ）委託調査に関すること

国土基盤班の委託調査のうち、「アジア共通交通施策の策定に向けた検討ツール活用に

関する調査J及び「平成23年度 更新需要の推計を踏まえた長期的な国土基盤の適切な

管理運営手法に関する検討調査Jについて、委託調査の契約締結までの手続き及び調査

業務内容の検討等に関する業務を担当させていただきました。

① 「アジア共通交通施策の策定に向けた検討ツール活用に関する調査J

アジア共通政策の策定を目的として、行政及び研究者間で情報を共有化するための枠組

を検討するとともに、アジア共通交通政策の策定に向けた課題の抽出やアジア交通政策検

討ツールについて検討を行うものです。

1年間を通して調査業務の打合せに参加させていただくとともに、 11月には、総合計

画課が主催する「第3回アジア交通統計に関するワークショップJにも参加させていただ

き、東アジア 7カ国の研究者・行政担当者から各国の交通統計に関するご報告をお聞きす

ることができました。

また、 2月には「アジア交通統計に関するアドバイザリー会合j に参加させていただ

き、将来的な交通統計データベースの利用・維持管理等に係る有識者の方々の議論をお

聞かせいただきました。

【参考】 「第3回アジア交通統計に関するワークショップJ

アジア各国の政府や関係機関、民間投資家等が交通部門への投資を拡大する上で必要

不可欠なアジアの交通統計情報に関する共通基盤の形成を目指して、日本のイニシアティ

ブの下で東アジア諸国の関係者が一堂に会して意見と情報を交換することを目的として

開催するもの。

1 



② 「平成 23年度 更新需要の推計を踏まえた長期的な国土基盤の適切な管理運営手法

に関する検討調査j

地域における国土基盤ストックの管理運営に関する個別具体的な実態、課題を抽出し、

その対応方策を検討することにより、長期的視点に立った国土基盤の適切な管理運営のあ

り方について検討するものです。

総務省自治財政局財務調査課と共同で全国の市区町村を対象としたアンケートを実施

し、推計ソフトを活用して具体自治体の将来的な公共施設・インフラの維持・更新需要

を推計するなど、自治体が抱える問題についてミクロの視点で検討を重ねてきました。

(2）国土審議会政策部会に関すること

① 「長期展望委員会Jに関すること

平成 22年度に設置された「長期展望委員会Jは、国土の将来を長期展望することで、

その姿を定量的に分かりやすく描き出し、その結果を踏まえ、将来の国土に関する課題の

整理を行い、国民の議論を喚起するための材料の提示を行うことを目的としています。

今年度の開催実績はありませんでしたが、関連する下記講演会準備等の補助業務を担当

させていただき、また、講演会への出席を通して有識者の専門的知見をお聞きできました。

「国土の長期展望に資する国際動向把握に関する講演会J

［講演テーマ及び講演者】

・「アジアの時代と日本の地域政策j～大西隆（東京大学大学院教授）

• r国土の長期展望に資する国際動向把握j～中前忠（中前国際経済研究所所長）

・「ポスト 3. 1 1の日本とアジアJ～白石隆（政策研究大学院大学学長）

・「東アジア諸国の越境地域政策の現状と課題J～イエ京禄（国総研研究官）

・「インドの衝撃j ～天川恵美子（NHKチーフプロデューサー）

・「水をめぐる世界の長期展望j～沖大幹（東京大学教授）

• r世界の食料・農業の現状J～松田祐吾（FAO日本事務所次長）

五 委員長・ WG座長会合

【講演テーマ及び講演者】

・「戦略的国土形成J～阿部明子（千葉大学大学院准教授）

・「人口減少下においても成長を続けていくためにはどうすべきかj

～寺島実郎（（株）三井物産戦略研究所所長）

・「『国土の長期展望』についてJ～中里透（上智大学准教授）

・「21世紀型社会システムとは何か、震災と人口減少を踏まえて国土審長期展望委員

会中間報告が示唆するものJ～高橋鉱士（国際医療福祉大教授）

－「持続可能で活力ある国土づくりのための経済J～原田 泰（大和総研顧問）

・「『持続可能で活力ある国土・地域』づくりを行う上で、地域政策の観点からは

どう考えるべきかj～宮口 イ同組（早稲田大学教育・総合科学学術院 教授）

2 
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② 「防災国土づくり委員会Jに関すること

災害に強い国土構造への再構築に係る重要課題について、調査・審議を行い、全国的観

点から災害に強い国土構造の方針を示すとともに、東北圏のあり方について議論を行うも

のです。 7月には本委員会で、の議論を受け、中間取りまとめとして「災害に強い国土づく

りへの提言～減災としづ発想にたった巨大災害への備え～Jが取りまとめられています内

平成 23年度に設置された本委員会は6月～ 7月にかけて計4回開催されましたが、ギ

備等に係る補助業務並びに委員会資料の作成及び必要な資料の収集等を担当しました。

(3）その他

① 北海道視察について

国土交通省後援により開催される「第 576回建設技術講習会Jにおいて、国土交通省国

土政策局総合計画課が「災害に強い国土づくりJをテーマに講師を務めるため、随行させ

ていただくとともに、我が国にとって人流・物、流の国際戦略上重要な位置付けにある国土

基盤である、国際拠点港湾の苫小牧港及び新千歳空港の視察をさせていただきました。

3. 国土交通大学校で、の研修について

( 1 ）研修課程

都市行政研修「中心市街地をはじめとする地域の活性化と『新しい公共』等を活用し

たまちづくり j

( 2）研修期間

平成 24年2月 13日（月） ～ 2月24日（金）

( 3）研修内容

① ゼミナール課題

具体的な地域における課題と解決方法について班別に討議することにより、意見を集

約する能力、実践的な応用力を養うことを目的としており、今回、甲府市の中心市街地

活性化のためのプロジェクトを提案させていただきました。

なお、プロジェクトの提案にあたっては、班別に甲府市の中心市街地を実際に視察する

とともに、研修中の有識者による講義や甲府市の中心市街地活性化に係る取組を参考とし

つつ資料を作成し、甲府市副市長ら有識者に発表を行いました。

【プロジェクト提案概要】

煩雑に広範囲に広がる中心市街地は、①歴史・観光・産業といった資源を強みと

して有効活用できるようにし、②ゾーニングにより意味付け・特性を持たせた上で、

にぎわいのあり方を再配置・集約する必要があるとの目的意識から、プロジェクトの

提案にあたっては、あらゆる世代が快適なまちなか居住を実現することで内需が継続

して循環しつつ、かつ、外需も呼び込めるような視点をポイントに、提案させていた

だきました。
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② 講義

【講演テーマ及び講演者】

・「講話j～英直彦（国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進室長）

．「国土交通省における官民連携による中心市街地等の活性化の取組j

～渡部美津子（国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進室課長補佐）

．「地域コミュニティの現状と新しい公共による地域づくり J

～高石将也（国土交通省国土政策局地域振興課地域づくり活動推進官）

・「地域活性化にかかる国の施策j～長津宏（内閣官房地域活性化統合事務局

内閣府地域活性化推進室参事官補佐）

．「中心市街地の活性化と産業政策J

～内山紀美子（経済産業省商務流通グループ流通政策課中心市街地活性化室）

・「都市交通と地域の活性化J～中村文彦（横浜国立大学大学院教授）

• rまちづくりと経済政策j～福井秀夫（政策研究大学院大学教授）

・「地域の活性化J～河西邦人（札幌学院大学経営学部教授）

・「エリア・マネジメントJ～小林重敬（東京都市大学都市生活学部教授）

・「コンパクトシティJ～海道清信（名城大学都市情報学部教授）

・「都市計画の理念j ～渡辺俊一（東京理科大学理工学部教授）

・「賑わいを呼ぶまちづくり j

～堀繁（東京大学アジア生物資源、環境研究センター教授）

• r民間の新たな担い手によるまちづくり J～木下斉（一般財団法人エリア・イノベ

一ション・アライアンス代表理事、熊本城東マネジメント（株）代表取締役）

・「21世紀日本の都市計画J～蓑原敬（（株）蓑原計画事務所代表、都市プランナー）

・「エリアマネジメント手法を活かしたまちづくり J～関幸子（内閣府経済社会総合

研究所客員研究員、（株）ローカルファースト研究所代表取締役）

• r地域の活性化における地方都市の取組J

～加藤博（青森市新町商店街振興組合副理事長）

・「人を集めるj～庚野研一（三菱地所（株）大阪支店副支店長）

．「ワークショップによる地域の活性化J

～福永順彦（場所づくり研究場（有）プレイス）

• r新しい公共の担い手と行政の協働J～長島岡IJ （多摩信用金庫価値創造事業部長）

・「新しい公共の担い手と行政の協働J～斎藤大輔（三鷹市企画部企画経営課）

・「甲府市の中心市街地活性化に関する概要説明J～宇野善昌（甲府市副市長）
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( 4）研修の感想

2週間にわたって 21名の先生方から講義を受け、まちづくりの基礎的学習のみならず、

エリアマネジメント、都市交通、コンパクトシティ、都市景観及び新しい公共といった

まちづくりを進める上で、の具体的な視点や手法についても専門的知見をお聞きすること

ができました。また、まちづくりに実際に関わっている経験・失敗事例等を踏まえ、具体

的に問題点や改善方法をご示唆いただいたことは、今後、中心市街地活性化について検討

する上で非常に参考になりました。特に、単に賑わいの意味で活性化を図るのではなく、

「まちづくり株式会社Jとして戦略的に経済活性化を図る中心市街地活性化のあり方に関

する関氏及び木下氏の講義について非常に興味を覚えており、「まちづくり株式会社Jの

仕組み・運用手法等について今後も勉強していきたいと考えています。

また、甲府市におい・て中心市街地活性化のケーススタディ及びプロジェクトの提案を

させていただきましたが、現状分析、課題の抽出、対応方策の検討、活用する事業の検

討又は結果の信頼性等、個々のステップそれぞれに難しさがあり、まちづくりのビジョ

ンや望ましいあり方を検討することがいかに難しいことかを実感しました。一方、具体

的に難しさを経験できたことは私にとって有意義なことであり、まちにどう賑わいを仕

掛けるのか、新しい公共とどのように連携していくのか、行政がどうパックアップする

ことが望ましし、かなど、今後具体的な検討に結ひ・つけていきたいと思います。

4. 国土交通行政実務研修の成果（自己評価・感想）

1年間という短い期間で、の研修はあっという問で、長期展望委員会や継続検討している

担当の調査業務も含め、 1サイクルが終わるという感覚は正直無く、まだ引き続き関わり

ながら勉強させていただきたいと感じています。振り返ってみると、国交省の組織体制、

国土基盤に関する基礎知識、飛び交う専門用語に戸惑いながらも何とか研修を終えること

ができたのは、暖かくご指導下さった国土基盤班をはじめ総合計画課の皆様のおかげです。

国土政策局での研修は、地方自治体職員である私にとって大変有意義であったと感じて

おり、その理由としては、まず、①有識者の専門的知見を伺う機会が非常に多かったこと、

が挙げられます。特に国際的又は国土政策上の鳥敵的な広い視点で物事を見る機会は、地

方自治体職員にとって貴重な機会であり、勉強して学ぶ知見ではなく、有識者の視点や物

事の考え方に触れることができたことが非常に参考になりました。

また、②担当する国土基盤ストックに関する調査業務及び国交大研修が地方自治行政に

結びつけ、活かせる内容であったこと、が挙げられ、しかも専門的に掘り下げて検討・議

論することができました。

それから、③防災国土づくり委員会に参加できたこと、も理由に挙げられます。 3.11の

東日本大震災は、我が国にとって未曾有の大災害でしたが、国民の生命・生活を守る上で

も必要不可欠なインフラ・国土の所管省である国土交通省の本省内部で見聞し、私なりに

考える機会があったことを重く受け止めるとともに、延岡市民の生命・生活を守る使命を

見つめ直すことができました。

国土交通省国土政策局総合計画課に私が出向した意味、期待される役割と向き合いなが

ら、今後、延岡市に少しでも付加価値を創造できるよう、努力していきます。

5 
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平成 24年 3月1日

延岡市総務部職員課御中

国土交通省 国土政策局総合計画課

甲斐章悟

研修に係る勤務状況等について（報告）

いつもお世話になっております。

平成 24年 2月の勤務状況につきまして、別紙のとおりご報告いたします。

また、国交大研修時の寮費・食費の領収書を受領しましたので、提出させていただき

ます。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 24年 2月分）

出勤簿（平成 24年2月分）

領収書（国交大研修の寮費・食費）

以上



【 平成24年 2月分 】

日｜ 曜日 年次休暇

時分 ～ 時分

水
一

出
6 月

7 火

8 水

9 木

。 金

1 3 月

1 4 火

1 5 水

1 6 木

1 7 金

1 8 土

20 月

2 1 火

22 水

23 木

24 金

25 土

27 月
－ ． 

～ 

28 火

29 水

計

上記の通り報告します。

平成24年 3月 1日

延岡市長犠

日時

勤務状況報告書

休暇の状況

事由

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

その他の休暇
時間外・休日勤務の状況

時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分 日時

18: 15 ～ 19 : 30 I 1h1sm 
18: 15 ～ 19 : 30 I 1h1sm 

18: 15 ～ 20: oo I lh45m 

18: 15 ～ 21 : oo I 2h45m 

．． ～ 18: 15 ～ 21: 00 2h45m 

18: 15 ～ 20: 00 lh45m 

所 願 名 ： 一 課 長 北 本 政 武
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平成 24年2月6日

延岡市総 務部 職員 課御 中

， 

国土交通省 国土政策局総合計画課

甲斐章悟

研修に係る勤務状況等について（報告）

いつもお世話になっております。

平成 24年 1月の勤務状況につきまして、別紙のとおりご報告いたします。

また、 2/7～2/8の日程で下関市及び福岡市に出張いたします。詳細等につきまし

ては後日ご報告いたしますが、取り急ぎ出張概要について別紙のとおりご報告させてい

ただきます。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 24年 1月分）

出勤簿（平成 24年 1月分）

下関市・福岡市出張の概要

以上



内．
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1 .出張の目的

( 1 ）下関市

下関市・福岡市出張の概要

担当する今年度調査業務（国土基盤ストックの管理運営戦略の検討）のケーススタ

ディを下関市と進めており、当方の調査・分析結果をもとに将来的な維持・更新需要

の対応について下関市とディスカッションを行う。

(2）福岡市

PFI法施行以降、官民連携による効率的な公共施設・社会インフラ資産の維持・更

新について関心が高まりつつあるが、圏内における取組状況はまだ事例も少なく、今

後、より効果的な PFI等 PPPの取組について推進していく必要があると認識している

ところである。

上記の目的意識から、 f福岡 PPPプラットフォーム第5回セミナーJ開催の趣旨や

PPPの取組について、福岡市財政局アセットマネジメント推進部からのヒアリングを

行う。

2. スケジュール

(2月7日）

14: 30～19 : 51 

(2月8日）

（新幹線＋JR）東京→下関

※ 下関市内に宿泊

9: 50～12: 00 下関市役所にてディスカッション

12: 38～14: 00 (JR＋新幹線＋地下鉄）下関→天神

15: 30～17 : 00 福岡市からのヒアリング

21 : 15～22: 45 （地下鉄＋飛行機）天神→福岡空港→羽田
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総務部延岡市

総合計画課国土交通省 国土政策局

甲斐章悟

御中職員課

（報告）研修に係る勤務状況について

いつもお世話になっております。

平成 23年 12月の勤務状況等につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認、及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

以上

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年 12月分）

出勤簿（平成 23年 12月分）

国土交通省派遣研修第 3回報告書



【 平成23年 12月分 】

日｜ 曜日 年次休眠

時分 ～ 時分

木

一
2 I 金

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金 ．． ～ 

, 0 土

, 2 月

, 3 火

, 4 水 ．． ～ ． ． 

, 5 木

, 6 金

, 7 土

上記の通り報告します。

平成24年 1月 10日

延岡市長織

日時

勤務状況報告書

休暇の状況

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

時間外・休日勤務の扶況
その他の休暇

事由 時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分 日時

18: 15 ～ 20: 00 I 1h45m 

18: 15 ～ 23: 45 5h30m 

18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

18: 15 ～ 23: 30 5h15m 

18: 15 ～ 21 : 30 I 3h15m 

18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

18: 15 ～ 20: 45 2h30m 

18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

：…課長北本政争
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平成 24年 1月 10日

延岡市総務部職員課付

甲斐章悟

（国土交通省国土政策局総合計画課）

国土交通省派遣研修第3回報告書

1 .派遣先に係る状況報告

( 1 ）「長期展望委員会」について

本課が事務局を務める国土審議会政策部会「長期展望委員会Jは、「人口減少の進行、

急速な高齢化等を踏まえた国土の長期展望を行い、将来的な国土の重要課題について調

査審議するJことを目的として昨年9月に設置されました。

この委員会の再開に向け、10月6日にシナリオ設定のための WG（ワーキンググループ）

が開催されましたが、その際に委員から「基本的なテーマの設定に関する議論を踏んだ方

が良い。Jとの意見があがったことから、今後の検討の方向性に関する勉強会を2回に渡

って下記のとおり実施いたしました。

① 第1回委員長・ WG座長会合（12/8)

講演者：阿部明子氏（千葉大学工学研究科准教授）

寺島実郎氏（（株）三井物産戦略研究所所長、（財）日本総合研究所理事長）

②第2回委員長・ WG座長会合（12/13)

講演者：中里透氏（上智大学経済学部准教授）

高橋鉱士氏（国際医療福祉大教授）

(2）「東京圏の中枢機能のパックアップに関する検討会j について

立法、司法、行政の三権のみならず、経済・情報等の諸機能の中枢が集中する東京圏

が被災した場合には、園内のみならず世界的にも広くその影響が及ぶことが想定される

ことから、これらの中枢機能のパックアップ（代替による維持確保）に関する検討を行

うことを目的として、 12月9日に第 1回目、そして 12月 27日に第2回目の「東京圏の

中枢機能のパックアップに関する検討会Jが開催されました。

※ 資料 1.『東京圏の中枢機能のパックアップに関する検討会について1を参照。

2. 派遣先における勤務状況報告

現在、私が担当している業務は、主に以下の（ 1 ）及び（2）の2つです。

また、研修の一環として、圏内出張及び有識者による講演会等にも別途参加させていた

だいております。

※ 資料2 『派遣先における参加講演会一覧j （長期展望委員会及びパックアップ検討会

に関する講演を含む）を参照。

I 



( 1 ）平成 23年度 更新需要の推計を踏まえた長期的な国土基盤の適切な管理運営手法に

関する検討調査

～ 公共施設・インフラ資産等の耐周年数を踏まえた将来的な維持・更新費用負担が大き

な負担となることが予想されているため、更新需要に関する分析を通して、これら基盤

ストックの長期的な管理運営手法のあり方について検討しています。

11 /1 に総務省自治財政局財務調査課と共同で基盤ストックの維持・更新需要に関す

るアンケート調査（全国の全市区町村を対象）を実施し、その結果報告も兼ねて「公共

施設等の更新費用等勉強会Jに参加いたしました。アセットマネジメントや PPP推進の

先進自治体であるさいたま市、習志野市及び加西市も参加しており、各委員からは「推

計上、人口が5%減少することにより生産年齢人口が2割減少するものの、高所得者層

の団塊 Jr.が増えて税収にはあまり影響が出なかった。また、扶助費に関しては、年少

人口が減少することで高齢者の増加分を相殺し、むしろ黒字が出る傾向がある。（さい

たま市川、「当市は今回の東日本大震災の影響により、庁舎の耐震性に問題が生じた。

防災拠点としての考え方も検討するとともに、公共施設の複合化等も図っていきたい。

（習志野市川、「短期に集中整備した下水道については、更新費の捻出が将来的に厳し

いため、いずれは浄化槽の更新整備によるダウンサイジングも検討する必要がある。（加

西市）Jといった貴重な意見を伺うことができました。

また、具体の自治体における維持・更新費の将来推計や対応方策の検討といったケー

ススタディも開始しており、現在、自治体に協力いただきながら作業を進めています。

※ 資料3 『公共施設等の更新費用の推計等に関する勉強会 開催概要』を参照。

(2）アジア共通交通政策の策定に向けた検討ツール活用に関する調査

～ アジア聞の貿易政策において、情報ツールや貨物量の単位などの違いが障壁となって

いることから、各国の有識者と協働して知的プラットフオームを形成し、アジア共通の

交通政策の確立に向けて検討を進めるものです。

詳細については既にご報告させていただいているところですが、 11月 15日～16日

に、『第3回東アジア国際交通統計ワークショップJを神戸大学にて開催し、東アジア

8カ国 11名の交通統計の有識者を招いて各国の交通統計の現状報告等を行いました。

また、神戸港及び阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センタ－Jを視察しました。

※ 資料4 『第3回『東アジアの交通統計に関するワークショップ』総括（概要版）』

を参照。

(3）その他

① 圏内出張について

これについても既に詳細をご報告させていただいていますが、10月 19日～20日の日程

で北海道に出張し、 （社）全日本建設技術協会、北海道及び札幌市共催並びに国土交通省

後援により開催される「第 576回建設技術講習会Jに参加するとともに、国際拠点港湾の

苫小牧港及び新千歳空港の視察を行いました。

2 



3. 所感

この3ヶ月は、通常業務の外、神戸市及び北海道への圏内出張並びに数多くの有識者に

よる講演があり、研修員として見聞を広めるという意味で非常に充実した期間でした。

特に有識者による講演については、「東京圏の中枢機能をどうパックアップするのか」、

又は、「望ましい国土のあり方に関する長期展望をどう見るのかJと論点はそれぞれ違えど、

その論点を構成する重要な視点についてはどの先生も認識している共通項があり、必然的

に私も考えさせられることが多かったように思います。

その中でも特に「東アジアのダイナミズムとどう向き合っていくのか」という視点につ

、 いては、 BRI Csのインド、中国はもちろんのこと、今では次の新興予定国群 VISTAのベトナ

ム、インドネシア、その次の新興予定国は・・と数多くの東アジアの国々が名乗りをあげて

いる現状もあり、どの先生からもほぼ必ず関心を持って言及されていました。その度に東

九州の延岡市職員としては少し寂しさを感じつつ、港湾整備、 LCC（格安旅行会社）の就航、

新幹線の整備が西九州に集中している中でも、国際戦略上、延岡市職員の私も積極的に考

える必要があると認識しているところです。

とは言え、地の利がない延岡市のような圏内自治体に外需を呼び込むにはどうしたらよ

いかについて解を得ることの難しさも認識せざるを得ませんが、有識者の先生方の講演は

勉強になることが多く、非常に参考になるご意見をお聞かせいただいています。

例えば、

日本が世界の、特に新興国主体の大きな流れに対応したサプライチェーンを今後構築

するためには、 AKB48のみではなく、 K-POP方式も組み合わせる必要がある。大きな白

地域市場に立脚・依存するのではなく、最初から海外展開を狙って差異化しなければ、

ブランド力の強化を図れない。

→ H&M （スウェーデン）や徳島県上勝町の「彩J事業など。

観光立国で外国人来訪客を増やすのはいいが、来日する外国人の約8害IJを占めるアジ

ア観光客を迎え入れる覚悟（施設数の充足、治安等）が地域・日本にあるだろうか。

定住人口が減少するというメガトレンドの中で活力を高めるためには、移動・交流人

口の増加を目指さざるを得ず、これは相当大変な努力・工夫を伴う。

などは、直接の解には至らずとも、現況を知り、打開していくための必要な視点・考え方

ではないかと感じ、個人的に関心のあったご意見です。

東アジアの議論のみならず、東日本大震災の教訓を踏まえたまちづくりや少子高齢化社

会に備えた社会システムなど、正直、今の私には吸収しきれない内容もあり、不甲斐なく

感じることもあります。ただし、今まで私が触れていなかっただけで、延岡市を取り巻く

社会システム・環境は私の関心ある・なしに関わらず変化し続けており、今ここで何とな

く話を聞いて何も考えずにいることは、無責任なことなのだと改めて実感しています。

その認識のもとで当事者として考える姿勢を保ちつつ、有意義な成果物を吸収して持ち

帰るのもいいですが、そこに至った視点、考え方、目的意識を 30年後も引き出して応用で

きるような頭に少しでも整えて延岡市に帰りたいというのが、この研修の私の目標です。

3 



｜資料11
東京圏の中枢機能のバックアップに関する検討会について

回国E扇~

東日本大震災では、その直接的被害は東北圏を中心に関東、北海道等まで広範囲に

わたり、また、その影響は我が国全体に及んだことから、このような巨大災害等によ

る被害を全国に波及させない国土のあり方が国土政策上の重要な課題となっ－た。

とりわけ、立法、司法、行政の三権の中枢機能及び経済、情報等の諸機能の中枢が

集中している東京国が被災した場合には、東京圏のみならず我が圏全体に計り知れな

い深刻な影響が及び、さらには国際的にも広くその影響が及ぶことが想定される。

従って、東京圏の中枢機能については、首都直下地震等が発生した場合にも停止し

ない、あるいは即座に復旧できるような防災面の対策に加え、万一停止した場合にも

他の地域で最低限必要な機能を代替する「パックアップ」の必要性が各方面から指摘

されている。

東日本大震災復興構想会議の「復興への提言～悲惨のなかの希望～」（H23年6月）

においては、「国土の防災性を高める観点から、首都直下地震の可能性などを考慮し、

各種機能のパックアップのあり方、機能分担・配置のあり方など広域的な国土政策の

検討が必要」と指摘され、また、国土審議会政策部会防災国土づくり委員会の「災害

に強い国土づくりへの提言～減災という発想にたった巨大災害への備え～」（H23年

7月）においても、「東京圏の機能をどう分担し、あるいはパックアップじていくか

について検討することが、まずもって必要Jとの指摘がなされた。

これらのことを背景に、東京圏の中枢機能のパックアップに関する検討を開始する

ものである。

圏直遺留;moo・
本検討会は、東京圏に存する中枢機能の継続が何らかの原因により不可能となる事

態が発生した場合にも、これを代替する機能（パックアップ機能）が働くことによって

最低限必要な中枢機能が維持確保されることを最終目標として、そのパップアップに

関する基礎的な検討を行うことを目的とする。

~~謂~ヨ

本検討会では、当面、東京圏の中枢機能のパックアップ体制を構築するに当たり検

討すべき論点を抽出・整理し、それぞれの論点に対する考え方を提示するものとする。

＜論点及び考え方の例＞

0 パックアップすべき業務の種類、範囲：
業務継続計画（BCP）の考え方を援用して、業務の種類としては、非常事態への応急対応業務

と一般継続重要業務（外交、防衛、警察、金融、気象・災害観測、運行（航）管理等）があるの

ではないか。

また、業務の範囲については、復旧目標時間（RTO、RecoveryTi me Objective）の考え方を援

用できるのではないか。



・－． 

0パックアップの形態：
コンビュータシステムや通信機器のパックアップの考え方を援用して、ホットスタンパイ（要

員が常にスタンパイ）、ウオームスタンパイ（要員は平時は別の業務）、コールドスタンパイ（要

員は東京圏から駆けつける。）という形態が考えられるのではないか。

0 パックアップ先の条件：
例えば、東京との同時被災可能性が低いこと、災害の蓋然性が低いこと、東京との位置関係・

交通基盤の多重性等が考えられるのではないか。

国圃E扇面彊IDEヨ
0 国土交通副大臣、国土交通大臣政務官及び別紙委員による検討会を設置し検討

を行う。

O事務局：国土交通省国土政策局総合計画課

0オブザーバー：内閣官房（安全保障・危機管理担当）、内閣府（防災担当）等

0検討会は原則フルオープンとするが、ヒヤリング対象者の希望等l三よっては非

公開にすることもある。

／／  
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（見I］紙 1) 

「東京圏の中枢機能のバックアップに関する検討会」委員名簿

青山．傍

荒井良 雄

池田彰孝

岩見隆 夫

0大西隆

小川｜ 和久

河田葱昭

指田朝久

森川博 之

明治大学公共政策大学院ガパナンス研究科教授

東京大学大学院総合文化研究科教授

東京商工会議所副会頭、 SM K株式会社常勤監査役

政治ジャーナリスト

東京大学大学院工学系研究科教授

軍事アナリスト、特定非営利活動法人国際変動研究所理事長

関西大学社会安全学部学部長・大学院社会安全研究科

研究科長・教授

東京海上日動リスクコンサルティング株式会社主席研究員

東京大学先端科学技術研究センター教授

※敬称略、五十音順、 0印は座長
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派遣先における参加講演会一覧（10～12月）

No. 日時 講演会名 講師 講演内容

石 川 永 子
公益財団法人 ひょうご震災記念21世紀研究後檎 被害が甚大で集団移転事業を実施する実施する小規慎自治体における未来を担う若い世代の復興計画への多面手法に
研究員 関する研究

伊 蕗 香 織 東京理科大学准教授 日記形式webアンケート間査による地震被災時帰宅行動の実E分析

北垣亮馬 東京大学大学院准教授
大規模地震発生時における建股系廃棄物・がれき顛の高速撤去・再利用を実現する災害時迅速復旧シミュレーターの開

発に関する研究

清 野 薫 子 東京医科歯科大学助教授 災害復旧・復興地織における、国土・地減政策を基礎とした高齢者の健康を確保する地繊再編ガイドラインの作成

『平成23年度国土 福 本 調 也 東北大学准教授 東日本大震災における緊急支援物資の涜動実態の定量的把握

11/30 政策関慌研究支撞 地減遺伝子を踏まえた防災・減災手法に関する悶査研究～東北地方太平洋沖地震で被害を受けた渚手県・宮掠県・千葉
事業中間報告会J 吉村方男 アジア航測（綜） 県地血誌を悶査研究の対象地域として～

岡村祐 首都文学東京助教授
裳が固における歴史まちづくりを目的としたまちづくりファンドの到達点と謀題ー萌芽期の日本と成黙期の英国の事例

研究を通じてー

堤拓哉 地方組立行政法人 北海道立総合研究機構 スノーセーフテイネット整備による豪雪地帯の安全安心な暮らし確保

鳥 居 享 司 鹿児島大学准教授 厳島泊.・泊村の活性化に向けた政策学的研究

松本明 （株）エックス都市研究所
環ー境財ズを通じたー条件不利地縁の活性化政策に関する研究～地縁資源・環境価値に着目した地域空間ブランドの形成と市

場一ー を中心1－～

『第 1団長矧展
岡 部 明 子 千葉大学大学院准教授 『戦略的国土形成J 国土への人口の貼り付き方を踏まえつつ、プ1人ひとりの豊かさを見

据えた戦略的国土形成のための考え方、ア ローチについて講演
2 12/8 望委員長• WG!!£ 

長会合』
寺島実郎

｛妹）三井物産戦略研究所所長 『人口減少下においても成長を続けていくために 大中遺産圏のダイナミズムに対し、日2ドの虚業・観光政策はどうある
（財）日本総合研究所理事長 はどうすべきか』 べきか．また、少子高齢化や内需をどう展望すべきかについて講漬

『第 1回東京圏 大西隆 東京大学太学院工学系研究科教授
『首都徳能のパックアップ～東日本大震災の教 首都直下地震を想定して、東京圏に 1鍾集中する中枢徳能のパック

の中枢機プ能のパッ
自II」 アップを構築するための検討事項や今後の謀題等について提言

3 12/9 
クアッ に閲する
検討会J 指図朝久

東京海上自動リスクコンサルティンゲ（株） 主席 r•象継続の考え方と中枢徳能のパックアップJ
東京海上自動の事例を踏まえながら、東日本大震災におけるBCPの

研究員 教Alliと、首都樋能のパックアップについて検討・整理

中里 透 上智大学経済学部准教授 『国土の長期毘望Jについて
人口減少と経済成長について検討し、集積のメリットを活かすため

『第2回長期展
の望ましい国土栴造として『数極集中J型を提示

4 12/13 望委員長• WG座
『21世紀型社会システムとは何か、震災と人口減 国土政箆局作成の『長期展望委員会中間とりまとめJへの示唆を通

長会合』
高橋鉱士 国際医療福祉大教授 少を踏まえて国土審長期展望委員会中間報告が示 して、 『社会保障給付を循環させる地蟻Jのあり方（福祉と経済社会

喰するもの』 を考える視点〉に雷及

経済産業研究所所長
『人口減少下においても成長を続けていくために

地理経済学の第 1入者の知見から、少子高齢化社会において、太都

5 12/20 頑固昌久 甲南太学教授
はどうすべきかJ

市に集中投資すべきなのか、また他のやり方があるのかといった国土
京都大学経漬研究所 特任教授 のあり方について講演

軍事アナリスト
米国の政府存続システムを穆例に、日本圏内における『副首都・

小川和久
国際変動研究所理事長

『なぜ『もう一つの首都』が必要かJ NEMICJ建設、総理大臣の膿務権限継承、その他法整備等の必要性に
ついて講演

『第2回 東 京 圏
東日本が大震災におP外けの』る有8をC効P作性のら謀、な②阻Lとして、①企業の取組レベルによの中枢機プ能のパッ6 12/27 

クアッ に閲する 河 田 恵 昭
関西大学社会安全学部 学部長

『東京圏の中枢織能のパックアップの標題J
り肝価 分かれたBC 後能しなかった災害原因別BCPの眼

検討会J
，， 大学院社会安全研究科 研究科長・教授 界、を挙げ、 『想定 J 、ための「最悪の後能停止型シナリ

オJの検討の必要性について講演

竃 図 博 之 日窓銀行決済後構局 業務継続企画隈長 『金融決済繊能と業務継続体制J
日本銀行における業務総統体制および東日本大震災時の初動対応に

ついて事例紹介



公共施設等の更新費用の推計等に関する勉強会 開催概要

1 . 目的

（財）自治総合センターが昨年度設置した「地方公共団体の財政分析等に関する調査研

究会Jにおいて、今後見込まれる公共施設等の更新費用を簡便に推計できる手法の検討が

行われ、試算ソフトが作成されたところ。 r 
これを踏まえ、総務省財務調査課が勉強会を設置し、地方自治体が当該手法等を通じて ¥. 

将来の財政負担をより合理的に把握・分析する方法等について、更に検討を深めていく。 l 

2.勉強会のテーマ

0 市町村における試算ソフトの利用を踏まえた分析・検証

0 分析指標の作成

0 試算ソフト調査表を用いた市町村データの収集・分析

0 公会計との連携（資産台帳との連動、減価償却による推計との関連等）

3. 構成員（敬称略、五十音順）

【構成員】

0 後藤友宏

O 塩川 潔

O 中村 賢 一

O 西尾真治

0 水嶋 啓

0 村上 敬

O 望月伸一

【アドバイザー】

O 根本祐二

（総務省自治財政局財務調査課理事官）

（習志野市企画政策部経営改革推進室主査）

（加西市経営戦略室次長）

（さいたま市行財政改革推進本部副理事）

（ランドブレイン（株）環境・社会システムグループチーム長）

※「宮代町公共施設マネジメント委員会J委員

（（財）地方自治研究機構調査研究部調査研究室長）

（（株）ファインコラポレート研究所所長）

〈東洋大学大学院経済学研究科教授）

※ その他、テーマに応じて関係者を適宜招勝し、ヒアリング・意見交換を行う。

4. 開催スケジュール

8月中旬に第 1回を開催。以後、 2ヶ月に 1回程度を目途に適宜開催することとし、第 2

回を 11月 1日に実施。



第 3回「東アジアの交通統計に関するワークショップj総括（概要版）

1. ワークショップの目的

国土形成計画（全国計画）に示されたシームレスアジアの実現に向けて調査研究を進め

るうえで、東アジア諸国における交通統計等の整備が喫緊の課題になっている。このため、

2008年 3月に第 1回、 2008年 11月に第 2回ワークショップを開催し、交通統計データの

整備状況について議論した結果、交通統計の標準化、共有化の重要性が認識され、今後と

るべき方向性が示された。

今回は、過去 2回のワークショップの議論をさらに深めていくため、第 3回のワークシ ~ 
ヨツプを 2011年 11月 15日と 16日の 2日間、兵庫県神戸市の神戸大学深江キャンパスで

開催し、東アジア諸国の交通統計の専門家を招騰して、各国の交通統計の現状報告と自由

討議を行った。

2. ワークショップの主催者及び参加者

ワークショップは、国土交通省国土政策局及び神戸大学大学院海事科学研究科の共催で

開催され、国土交通省近畿地方整備局、神戸市及びならびに EASTSIRG17が後援した。

ワークショップには、海外からの招聴者としてシンガポール、中園、韓国、台湾、カン

ボジア、フィリピン、タイ及び日本の研究者・専門家をはじめ、大学、研究所、関係業界

等から合計 57名が出席した。

3. ワークショップの概要

ワークショップでは、下記のように海外からの招聴者による発表及びディスカッション

が行われた。

①主催者挨拶 国土交通省大臣官房川上征雄審議官

②歓迎挨拶 神戸大学大学院海事科学研究科長小田啓二研究科長

③基調講演

a）シンガポール国立大学土木環境工学科 Tien-Fang刊A教授

『東アジア諸国の交通統計データベース構築の課題J

b）国土交通省国土政策局 数土勉計画官

「東アジア諸国の交通統計の現状J

④セッション 1 （各国の交通統計の現状とシステム）

a）ファシリテーター：神戸大学大学院海事科学研究科 竹林幹雄教授

b）各国の交通統計の現状報告

1）中国清華大学深セン研究生院現代物流研究中心 Lixin MIAO教授

「中国の交通統計の現状と将来」

2）韓国運輸研究院（KOTI）道路研究部 Young-in KWON博士

「韓国の交通統計及び関連政策J

3）台湾交通大学運輸科技術管理学系 Kuan-Cheng HUANG准教授

「台湾の交通統計及び主要課題J

1 



⑤セッション2 （各国の交通統計の現状と課題）

a）ファシリテーター：東京工業大学大学院理工学研究科准教授 花岡伸也

b）各国の交通統計の現状報告

1）カンボジアシハヌークピル港湾公社計画統計部統計通信課長

Mr. Ouk Somethy 

「カンボジアの交通統計の構造とシハヌークヴィル自治港の統計J

2）フィリピン大学国立交通研究センター専門家

Ms. Sheila Flor Dominguez JAVIER 

「フィリピンの交通統計（2001 -2010)J 

3）タイチュラロンコン大学交通研究所 SompongSIRISOPONSILP准教授

「タイにおける貨物輸送統計収集の課題及びチャレンジJ

4. ワークショップの総括コメント

各招聴者による発表内容・フリーディスカッションに基づき、京都大学大学院工学研究

科 谷口栄一教授より、総括コメントが以下のように発表された。

東アジアの交通統計の整備に関する哲学として、今回のワークショップの真の目標は、

既に印において実現しているような、東アジアにおける共通交通政策の実現と考える。

既に東アジアの各国間では、経済的な結びつきが強まり、運輸交通・物流の面からも 10

～15年を目標年次とする共通交通政策の立案が必要となっている。共通交通政策の目標

は、環境、安全及び安全保障の課題に関する移動性、持続性及び実現可能性の確保。

東アジアの交通統計の整備に関するビジョンとしては、研究者が科学的アプローチで

共通交通政策立案の手助けをすることを考慮することが必要。このためには、交通政策

の実施以前に、交通政策の科学的評価を行うことが重要。また、交通計画立案に際して

は、国際複合輸送も考慮することが必要。本ワークショップにおいて議論された、イン

フラ関連、環境、安全、安全保障に関するパブリック・ドメインである交通統計データ

は、我々研究者の目的である共通交通政策立案に必要不可欠なもの。また、データの定

義も非常に重要であると共に、計量手法、単位及び集計の統一化も求められている。ま

た、誰でも Websiteで閲覧可能なデータベースは、非常に歓迎される。

東アジアの交通統計の整備戦略に関しては、海運、航空輸送及び陸上輸送のデータ収

集に関して、各々異なる条件・問題を包有している。航空輸送データは非常にまとめら

れているが、海運データの多くは民間会社が保有して公開されておらず、陸上輸送に関

しては一部の国ではデータそのものが存在しない。この面から研究者間の協力が必要で

あり、今回のような機会が与えられたことは非常に有意義だが、交通統計データ収集・

更新のための資金確保が重要。その他、交通統計データ収集・更新のためには、最新技

術の活用、統計担当者の教育・訓練、静的・動的データの収集に際しての PPPの活用、

利用し易いデータの整備、データの普及並びに新領域のデータ収集等が挙げられる。

本ワークショップの結論として、東アジアの交通網に関するデータの共有のための共

同研究を行ってきたことは誇れることであり、適切な交通データを利用して科学的アプ

ローチにより東アジアの共通交通政策立案に資することが新たな挑戦となる。

2 
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（延岡市総務部職員課付）

国土交通省 国土政策局総合計画課

甲斐章悟

総務部延岡市

（報告）研修に係る勤務状況等について

いつもお世話になっております。

平成 23年 10月の勤務状況等につきまして、別紙のとおりご報告いたします。

また、 11月 15日～16日の日程で神戸市に出張いたしますので、その概要につきまし

ては別紙をご確認下さい。

なお、 11月 7日～18日の日程で受講する予定であった小平本校における国土交通大

学研修につきましては、現在、講師の派遣等の問題から研修の実施が困難となり、実施

を延期するとの連絡がありました。延期した日程は未定で、年明けの方向で検討中との

ことですので、詳細がわかり次第ご報告させていただきます。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

以上

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年 10月分）

出勤簿（平成 23年 10月分）

派遣研修に伴う国内出張について（概要 ※現時点版）

※ 現時点での概要ですので、行程に変更がある可能性があります。



【 平成23年 10月分 】

日｜ 曜日

日時

3 月 ．． ～ 

4 火 ～ ．． 

5 水 ～ ．． 

6 木 ～ ．． 

7 金 ，、， ．． 

8 土 ～ ．． 

, , 火 ～ ．． 

, 2 水 ～ ．． 

, 3 木 ～ ．． 

, 4 金 ．． ～ 

, 5 土 ～ ．． 

, 7 月

, 8 火

, 9 * ． ． ～ 

20 木

2 , 金 ．． ～ 

22 

24 月 ．． ～ 

25 火 ’‘・・ ．． 

26 水 ．． ～ 

27 木 9: 30 ～ 18: 15 1日

28 金 ～ ．． 

29 土 ．． ～ 

上記の通り報告します。

平成23年 11月 1日

延 岡 市 長 椋

勤務状況報告書

休暇の状況

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

時間外・休日勤務の状況

.由
その他の休暇

時分 ～ 時分

～ ．． 

．． ～ 

～ ．． 

～ ． 

～ ． ． 

～ ．． 

． ． ～ 

～ ．． 

，、， ．． 

． ． ～ 

～ ．． 

～ 

．． ～ 

－ ． 
～ 

～ 

～ ．． 

日時 時分 ～ 時分

～ ． ． 

～ ． ． 

18: 15 ～ 19: 30 

18: 15 ～ 22: 00 

～ ．． 

18: 15 ～ 22: 30 

18: 15 ～ 19 : 45 

18: 15 ～ 20: 30 

～ ． ． 

18: 15 ～ 20: 00 

18: 15 ～ 21 : 00 

18: 15 ～ 19: 45 

18: 15 ～ 21 : 00 

18: 15 ～ 20: 00 

所院名：一課長北本政行設

日時

I 3h45m 

4h15m 

lh3伽

2h15m 

lh45m 

2h45m 

lh3伽

2h45m 

1h45m 
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平成 23年 11月1日作成

派遣研修に伴う圏内出張について（概要 ※現時点版）

1 . 日程

平成 23年 11月 15日（火）～16日（水）

2. 出張先

兵庫県神戸市

3. 出張者

甲斐 章悟（国土交通省国土政策局総合計画課・延岡市職員課付）

4. 出張の目的

平成 23年 11月 15～16日に本課が主催する「第3回アジア交通統計に関するワークショ

ップ」に参加するため。

5. 出張の概要

※ 別紙「第 3回東アジアの交通統計に関するワークショップ」を参照。

6. スケジュール

【往路（11月15日： 1日目）】 【復路（11月16日：2日目）】

13:30着

↓（新幹線）

｜ 新大阪駅

↓（JR神戸線）

｜ 大阪駅

（阪神電鉄）

東京駅

↑（新幹線）

｜ 新神戸駅

↑（JR神戸線）

｜ 三ノ宮駅

↑（神戸市公用パス）

HAT神戸（人と未来防災センター）

↑（神戸市公用パス）

神戸港

↑（神戸市公用パス）

深江駅 → 神戸大学海事科学部梅木記念ホール

（徒歩）【神戸市東灘区深江南町5-11-1】

↓（電車） ↑（電車）

三ノ宮駅

「 宿泊先（東横INN三ノ宮 II) 

16: 15着

15:00着

13:40着

8:30着

※ 王子→東京聞は「都区内」により、新大阪→大阪聞は「市内Jにより、新幹線のチケ

ツトの移動範囲内に含まれ、別料金が発生しないものと予想されます。

※ 「人と未来防災センタ－Jでは、入場料が別途必要です。



The Third Workshop on Transport 針afis+icsin Easf Asian Co町吋ries

「第3園東アジアぬ爽通統計に閉するワーワショイヌJ

国土形成計画（全国計画）に示されたシームレスアジアの実現に向けて調査研究を進めるうえで、東アジア諸国に

おける交通統計等の整備が喫緊の課題になっていますo このため、 2008年3月に第1回、 2008年 11月に第2回ワー

クショップを開催し、交通統計データの整備状況について議論した結果、交通統計の標準化、共有化の重要性が認識

され、今後とるべき方向性が示されました。今回は、過去2回のワークショップの議命をさらに深めていくため、東

アジア諸国の交通統計の専門家にお集まりいただき、各国の交通統計の現状報告と自由討議を行います。

圏 ｜日程・場岡

0国土交通省国土政策局 日程： 2011年 11月 15日 ωく）～16日 （水）

場所：神戸大学海事科学部樹守己念ホーノレ

神戸市荒灘区深江南町s-1r-1 函
0神戸大学海事科学部

｜会議の言詞
函

英語（同時通訳はありません）

0国土交通省近畿地方劉首局

O神戸市

OEASTS IRG 17 

｜会議内割
I ; ·~i －~： ：~r . tQ:-:-: ..ヘ.. .. ど三日.＇：.：~＂＂· n；パ ＇.J.＼~J.＇ 事 や . .:, a ・ ; ・ ＼ 

13:30-14:00 

14:00-14:1s I開会、挨拶

主催者等挨拶：国土交通省大臣官房審議官川上征雄

歓迎挨拶：神戸大学大学院海事科学研究科学科長小田啓二

14:15-15:15 I基調講演
①東アジア諸国の交通統計データベース構築の課題：

シンガポール国立大学土木環境工学科紛受 Pro(Tien-Fang FWA 

②東アジア諸国の交通統計の現状：

国土交通省国土政策局計画官数土勉

15:15-1日 01例議

15:30-11:00 Iセッション1（各国の交通統計の現状とシステム）

ファシリテーター：神戸大学大学院海事科学研究科教授竹林幹雄

①中国の交通統計の現状と将来：

中国精華大学深却II研究生院現代物流研究中心教授 Pro(L凶・n閲 AO

②韓国の交通統計及び関連政策：

韓国運輸研究院（KOTI）道路研究部 Dr. Yollilg-in KWON 

③台湾の交通統計及び主要課題：

台湾交通大学避愉科技術管理学系助教授 Dr.Kuan-Cheng HUANG 

④自由討議

⑤ファシリテーターからのコメント・議論の取りまとめ

18:30 -20:30 I歓迎レセプション：神戸空港ターミナルピノレ4階コントレイノレ

参加費用：一般参加者 6,000円

でFπτ~~－：：~； . ー一一二一一一一一二二一一二J09:00ー lI :15 Iセッション2 （各国の交通統計の現次と課題）

ファシリテーター：東京工業大学大学院理工学研究手村佳教授花岡伸也

①カンボジアの交通統計の構造とシハヌークヴィル自治港の統計：

カンボジア シハヌークビ、ル渚湾公社計画統計部統計通信課長 Mr.伽kSome thy 

②フィリピンの交通統計（2001-2010) : 

フィリピン大学国立交通研究センター専門家 Ms.Sheila Flor Dominguez JAVIER 

③タイにおける貨物輸送統計収集の課題及びチャレンジ：

タイ チュラロンコン大学交通研究所准教授 Dr.Sompong SIRISOPONSILP 

④発表タイトル未定：



ベトナム運輸治、計画投資部総合計画統計室副主任 Mr.Tran-Mi巾 P即ONG

④自由言撤

⑤ファシリテーターからのコメント・議論の取りまとめ

11 :15 -11 :35 I総括コメント：京都大学大学院工学研究科教授谷口栄一

11:35-12:00 I閉会の挨拶：国土交通省近畿地方整備局副局長小野憲二

12:00 ｜閉会

13:00-11:00 I神戸港、阪神・淡路大震災記念「入と防災未来センターJ等見学会付申戸市主催）

一般の参加者の方も、この見学会に参加していただけます。

参加費用は無料ですが、「人と防災未来センターJの入場料のみお支払いいただくことになります。

｜ワークショップ参加費用｜

ワークショップへの参加費用は無料ですo

｜ワークショツプ定劃

ワークショップへの一般の方の参加は 100名を定員とさせていただき、先着順で申込者の方が定員をこえました

場合には、申し込みをお断りすることがありますので、その点ご了承をお願いいたします。

｜ワークショップ参加申し込み｜

ワークショップ、レセプション、見学会への参加を希望される方は、次頁の参加申込書にご記入の上、 2011年 IO

月28日までに記載のメールアドレスまで参加申込書をお送り下さい。

｜問い合わせ対

本ワークショップに関しますお問い合わせは、以下のワークショップ事務局のメールアドレスまでメールでお知

らせ下さい。

WO此shoo201l(@kok.or.io 

担当：西村、藤田
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（事務連絡）

平成 23年 10月3日

長

;:::g!;,.＂.、

：：：吟；

員

（~~＞／ G言

総合計画課国土交通省 国土政策局

甲斐章悟

御中職員課総務部延岡市

（報告）研修に係る勤務状況について

いつもお世話になっております。

平成 23年 9月の勤務状況等につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

以上

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年 9月分）

出勤簿（平成 23年 9月分）

国土交通省派遣研修第 2回報告書
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平成23年 9月分 】

日｜ 曜日 年次休暇

時分 ～ 時分

木
一

2 I 金

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金 ． － 
～ 

。 土

1 2 月 ～ 
－ ． 

1 3 火 ～ 
－ ． 

, 4 氷

, 5 木

, 6 金

, 7 土

26 月

27 火

28 水

29 木

30  金

上記の通り報告します。

平成23年10月 3日

延岡市長椋

日時

勤務状況報告書

休暇の状況

事由 ｜ 

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

時間外・休日勤務の扶況
その他の休暇

時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分

～ 
－ ． 18: 15 ～ 20: 00 I 1h4sm 

18: 15 ～ 20: 00 I 1h45m 

～ 22: 00 3h45m 

20: 30 2h15m 

18: 15 ～ 20: 00 I 1h45m 

18: 15 ～ 22: 00 I 3h45m 

所属長名総合計画課長北本政，l、7宇：．、・1！ニヘ、・4
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平成 23 年 出 勤 簿 ｜氏名｜甲斐考 I防
I¥ Bl 1 I 2 I 

·~I土曜｜日曜｜窃1m1⑨｜｜出梓曜｜日曜間｜窃間関悶｜／
I~~~ l÷ ｜レ~I~＞~I// I// I// I/I/I/ 

月｜土曜｜日時Il島問問島｜土曜｜日曜鶴間間'1a議~I 土曜｜日曜 ~ 

}¥ ~iJ ~i~；:J ~；J即l~I 土曜｜日 n程間間ω臨~ffi許可日曜 li~~v
｜ ｜弓｜二円｜）｜三｜ ｜ ｜一｜ レ~1ラ／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

y限；；出船協崩同日UI~3:~ ~：0) rt；~）協削減｜日曜鴎院院｜ー ν ｜ I I I I I 
:JL傷傷｜土曜｜日時！傷傷傷閉店参｜土曜｜日曜鴎傷悶おレ／＇
｜三 I I I I I ~. I I一I I I _ I I 二｜（｜（レ~I~ぷ｜／／／｜／／｜／／／｜／｜／｜／

月｜③｜担保｜日曜｜休｜｜｜（§｜⑬｜⑬｜休｜｜｜土日程IFl II張関｜③鴎｜⑨悶レ／
｜｜｜｜ー I 1-1 I I I L_I I I レ／

土曜V
土日｜日曜ド~I//I// I// I// I/I/I/ 

1・E+:nm I日nM 土曜｜日曜｜休日

口
μ月

土H程｜日H程

I '1' 11 I ｜土曜｜日曜

こt日程｜日曜
月

｜土曜｜日曜
一

｜土11111I日雌
月
年次休暇 繰越分 日

附与回数 本年分
備 考

日

土曜｜日曜 ｜／時と柏駅い特証明快れ

｜弓／／I.フラグ｜；；今 ／｜／ 
4ヲ｜国土｜政策用総合｜計画課

レ／｜ ｜割減時同情理呆領陣｜公一l

休日｜休日 i~／／ Iグ／／レ／｜／｜／｜／

休日｜ ｜ ｜土曜｜日曜

土曜｜日曜

休1.:.1 I土曜｜日曜

合計｜／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／｜ ｜ 
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（事務連絡）

平成 23年 9月 1日

国土交通省国土政策局総合計画課

甲斐章悟

研修に係る勤務状況について（報告）

いつもお世話になっております。

平成 23年 8月の勤務状況につきまして、別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

なお、 9月 1日付の人事異動により、新しい総合計画課長として北本政行氏が就任さ，

れております。

記

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年8月分）

出勤簿（平成 23年 8月分）

以上



戸

勤務状況報告書

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

【 平成23年 8月分 】

休暇の状況

日｜ 曜日 年次休暇 その他の休暇
時間外・休日勤務の状況

時分 ～ 時分 日時 司E由 時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分 日時

月
－ ． 

～ ． ． ． ． ～ ． ． 18: 15 ～ 19: 30 lh15m 

2 火 ． ． ～ ． ． ． ． ～ ．． 18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

3 7.1< 

4 木 ～ ． ． ． ，、， ．． 18: 15 ～ 20: 00 

5 金

6 土

自
a 月

9 火 18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

, 0 水

, , 木 18: 15 ～ 21: 00 2h45m 

, 2 金 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

, 3 土

目
, 5 月 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

1 6 火 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

, 7 水 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

, a 木 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

, 9 金 9: 30 ～ 18: 15 1日 夏休

20 土

221 月 ． ． ～ ．． ． ． ～ ．． 18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

7: 30 ～ 9: 30 2h 
231 火

－ ． 
～ ．． 

－ ． 
～ ．． 

18: 15 ～ 19: 30 lh15m 

24 水 ．． ～ ．． ． ． 
’‘’ 

．． 18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

25 木

26 金 18: 15 ～ 20: 00 I th45m 

27 土

上記の通り報告します。

平成23年 9月 1日 所属長名：一課長北本政行魚

、dこみ〆

延岡市長棟
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一
分

越
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繰
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日
一
日

備考
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出 欠

2 3 4 5 6 7 8 9 11 13 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 28 

氏 名｜ザ?l ~I協
集 !t'

9 I ~~ I 31 i 臼l~:::T~，：／st lぷ ｜日以 I！新宮1:,:
土曜 日H謹 ｛木｜て！ 土曜 日曜休日 ｜土曜｜／

月l日曜 土曜｜日曜 4 翠｜日曜 I~I// I// I// I// I/I/I/ 

レヌ
[7lL]ヲ／／｜／／｜グ｜グ｜／｜／｜／

土曜｜日曜 休日｜土曜｜日曜

土曜｜日曜 土曜｜日曜
月

土曜｜日曜 土曜｜日曜 ！万
~1// I// I// I// I/I/I/ 土曜｜日曜｜休日 土曜｜日曜

月

rL~f 1自動！土曜｜日曜関膨｜均防両｜土曜｜日曜働問問｜＠間V,
）レ~1/v/ol//I// I// I/I/I/ 

月 i吋日曜問問1~~；j－~~~~ I 日曜~~~VLJI州｜叶ど
一日曜防｜休Fl I 休日｜休日｜⑧｜土曜｜日曜傷｜②｜③｜②｜②｜土曜｜日曜~n

月｜⑧ 土曜日曜 舎一日曜 μ グググ／｜／｜／

六協働問吋日曜降障）傷際問土曜！日日程降雪降雪悟ピ；／ I 

年次休暇 繰越分

附与回数 本年分
旦4 備 考
日

I A'/o I// I// I// I/I/I/ 

合計｜うμ｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

そのf也
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（事務連絡）

平成 23年 8月 2日

長

ペ；：＇：：.，、
... ''X/, 綱、
”－・r1 、
i ぺ~；~／・’
＼ 戸う；，・，，.川）議

員

⑧《言
総務部延岡市

総合計画課国土交通省 国土政策局

甲斐章悟

街！中職員課

（報告）研修に係る勤務状況について

いつもお世話になっております。

平成 23年 7月の勤務状況につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

なお、帰省に際して、「 8月 17日中に職員課にご挨拶に伺うJ旨お伝えしていました

が、 8月 16日の午後にお伺いすることになりそうです。

以上

寸し＝＝口戸

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年 7月分）

出勤簿（平成 23年 7月分）
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【 平成23年7月分 】

日｜ 曜日

金

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

1 1 月

1 2 火

1 3 水

1 4 木

1 5 金

1 6 土

1 9 火

20 水

2 1 木

22 金

23 土

25 月

26 火

27 水

28 木 9: 30 ～ 12: 00 

29 金

30 土

上記の通り報告します。

平成23年 8月 2日

延岡市長椋

3h 

勤務状況報告書

休暇の状況

所属：国土交通省国土政策局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

時間外・休日勤務の状況

日時 時分 ～ 時分 日時

18: 15 ～ 22: 00 3h45m 

18: 15 ～ 20: 45 2h30m 

18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

18: 15 ～ 19: 30 I 1h15m 

18: 15 ～ 20: 00 I 1h45m 

所属長名：…課長 Jll上征匂
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官！I日曜

土曜｜日曜 土曜｜日曜

｝＼ 
土曜｜日曜

月

:JL 
土曜｜日曜 土曜｜日曜

二1::11程｜日 H起｜（本 l1 休！JI土曜｜日 H程JJ 

イ I-L: 111'1~ I日｜｜握 土日程｜日日程｜休 LI

口い日凡
ゴ二日程｜ 日H程

土曜｜日曜 休｜｜｜土曜｜日曜 （木「｜｜休日

戸う／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

グメ

休日｜ ｜土曜｜日曜 土曜｜日曜

土曜｜日曜 休日｜ ｜ ｜土曜｜日曜
月
一
卜 土曜｜日曜 土曜｜日曜

月

年次休暇

附与回数

繰越分 ｜ 日

本年分
備考

日
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別記犠式第19号
平成 23 年 出 勤 簿
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2 3 4 5 6 7 8 9 11 13 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 28 

氏 名 1甲1l 1-I協

土曜 日H謹（木「｜ 土曜 日曜 ｛本 Fl 土曜｜／

月l日曜 土曜 日曜 土曜｜日曜i弓／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

土曜｜日曜｜ ｜休日｜土曜｜日 H翠｜

／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／ 土曜｜日曜｜ ｜土曜｜日曜｜
月

土曜｜日曜｜ ｜土曜！日曜｜

月
土曜｜日曜｜休日｜ ｜土曜｜日曜 E

~fl Ef1土曜｜日日程悶信号1：~~訪問凶｜土曜｜日曜働問~？）＇~~~間レ＜.

月｜却謹｜日曜 bう~~~？~今~·；~
γl日曜隠診｜休11I i木FlI休1'1I窃｜土H謹｜日曜傷｜②｜③｜②｜③｜土曜｜日曜V.,.. 

月l⑧ 土曜日曜 争土曜日曜 μ グググ／｜／｜／

六働協陵会｜土曜｜日曜陵会居間協間｜土曜｜日曜働協闘いノ
1-1:::-1 －レ~1A5/oI// I// I// I/I/I/ 

日 合計｜うμ｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／｜附与日数 l 本年分

繰越分 日．備考年次休暇
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石号l、害汗;f. 

長係事人兼特間主 ． 神J首説長~謀5室戸I：学乏~ 元 謀

員 .i・経：三c 
長

¥. ~の⑧ （＇·~~ （事務述絡）

、？の~リ萩特カY;f) リJLf:ご
延岡市総務部職員課御中

平成 23年 7月4日

国土交通省 国土政策局総合計画課

甲斐章悟

研修に係る勤務状況について（報告）

いつもお世話になっております。

平成 23年 6月の勤務状況等につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年 6月分）

山勤簿（平成 23年 6月分）

記

国土交通省派遣研修第 1回報告書

以上
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【 平成23年 6月分 】

日 曜日 年次休暇

時分 ～ 時分

水 ．． ～ ． ． 

2 木 － ． ～ ． ． 

3 金 ． － ～ ．． 

4 土 ．． ～ ． ． 

マ.；ff.::~：1~~i~1; :・: 〉一一町・・.・ '・ . • ';・ 

6 月 ．． ～ ． ． 

7 火 ．． ～ ． ． 

8 水 ．． ～ ． ． 

9 木 ．． ～ ． ． 

1 0 金 ．． ～ ． ． 

1 1 土 ．． ～ － ． 

三:i·~： 島ミ・可·~~憎.Fザ＇；唖量官，i3τe，曳h:.'' 晶 '' C・ 叩い”帆 a’ ， ”．‘ ・・ ータ ・
, ...... ~ ・1・： ＇.－！＇一千： .；~.；＼＼ ・-:: ; 

1 3 月 ． ． ～ ． ． 

1 4 火 ． ． ～ ． ． 

1 5 水 ． ． ～ ． ． 

1 6 木 ． ． ～ ．． 

1 7 金 9: 30 ～ 11: 00 

1 8 土 ．． ～ － ． 

:::i'.s, 、.＇＇：＇？~タ.i·~ ：ロJλt.:t~. ｜が＂仁 ，ぇ i；山’・ 戸一←・・ ・＼、・・1守‘：7υJ七ア‘、ヰaミ；e.• 
ぷ ”ー ’ t曾・..・ ・・J． 

20 月 ． ． ～ ． ． 

2 1 火 ．． ～ ． ． 

22 * 9: 30 ～ 18: 15 

23 本 ． ． ～ ． ． 

24 金 ． ． ～ ．． 

25 土 ． ～ ． ． 

引沼もed会•• ,_ 
長季語込 b、r戸－－; .. ，川：）4~~母E子~－；J.#J／：！~ ~＃町泳

27 月 ．． ～ ．． 

28 火 ．． ～ ．． 

29 水 ．． ～ ．． 

30 木 ．． ～ ．． 

．． ～ ．． 

計

上記の通り報告します。

平成23年 7月 4日

延岡市長掠

日時

~~·議縫

勤務状況報告書

休眠の状況

所属：国土交通省国土計画局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

その他の休暇
時間外・休日勤務の状況

事由 時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分 日時

．． ～ ． ． ．． ～ ． ． 

．． ，、， ． ． 18: 15 ～ 19: 30 lh15m 

． － ～ ．． ． ． ～ ． － 

． ． ．、，－ ．． ～ ． ． 

騒護霊；与 hを~·.l！まK私1芯h～；、ホ！高主派！~＇部3τ；；場Jづ？：~／＇／ .l夕、2・wー 、
，，・.、主：、・；ち心、：、・U, ょ γ1’·＜~~ .. ；~~；：ヶ、：，，；‘，T ・． － 一・－＜：・・之、fち；，f~）~司4祭~~も京－湾F民戦総：；

．． ～ ．． 18: 30 ～ 21 : 30 3h 

． ． ～ ．． 18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

． ． ～ ． ． 18: 15 ～ 20: 30 2h1おn

－ ． ～ ． ． ．． ～ － ． 

－ ． ～ ． － ．． ～ ．． 

． ． ～ ． ． ． ． ～ ． － 

報秘密擁護導者手総毒薬継続：~： ：~~7~：；；~~ ，一i ‘・ 」ミー・：・ t吉－~川;:r 
.’ ＇－~~ ( ；.；－~：； :·i：ト一：；；主主瀦義i臨灘~

．． ～ ． ． ． ． ～ ． ． 

－ ． ～ ． ． 18: 15 ～ 21 : 30 3h15m 

．． ～ ． ． ． ． ～ ． ． 

． ． ～ ． ． 18: 15 ～ 21 : 00 2h45m 

1h30m ．． ～ － ． 18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

．． ，、， ． － ． ． ～・

f1＼主主家i:浦義務建遺品主主；き；持三三訟で4立鴻；製品：’‘ a 

蝿，；－’一~ぐ：ゐ.＂ι・？－コ~ ..去－、－“Hにt・’－々－、－！.ぷ．“］，；’ . 苛 さき審議i
． ． ～ ． ． ． ． ～ ．． 

．． ～ － ． ．． ～ － ． 

1日 ． ． ～ ．． ．． ～ ． ． 

．． ～ ．． 18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

． ． ～ ． ． ．． ～ ． ． 

． ～ － ． ． ． ～ ． 

~ .. r.~樽鎖磁極雲監｜堤義議離額裁縫：！録d三~y：噂霊Eむ：添；；泌総長空会讃網錦恥
．． ～ ． ． ．． ～ ． ． 

． － ～ ．． ．． ～ ． ． 

． ． ～ － ． ． ． ～ ．． 

．． ～ ． ． 18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

． ． ～ ． ． ． ． ～ ．． 

所属長名：総合計画課長 川上
．ベ f’1

征鑑J
Tごブ
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別記犠式第19号
平成 23 年 出 勤簿

17 

土11tdI日umIf本｜｜ 土曜｜日曜｜休日
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「卜
E
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－az－－
d
 

E
Y
 

土曜｜日曜

土曜｜日曜 土曜｜日曜

土H程｜日曜 休日｜土曜｜日曜

)j 土曜｜日曜 土曜｜日曜

土H程｜日曜｜休日 土曜｜日曜J-J 

[L~r，作11111 I日｜｜

月 IHMi 日暇防~b今s；》七訪今｜ム翠｜日曜 ~；：
一日H程隠診｜休｜｜｜休木r1 I休日｜窃｜土曜｜日曜傷｜②｜②｜②｜②｜土曜｜日曜レ／…
JI 1~1③陸号~02~1 白i程｜日日程｜⑧i主）闘土i告~一｜日 H 匡~Iイ/oI// I// I// I/I/I/ 
,.J~訟協陸~I 土 m1,1

月⑮ L提日曜 ③ 舎 一翠日曜 A/o ~'1 C 
年次休暇 繰越分

日目備 考

附与回数 本年分 日
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幻

氏名｜ 甲斐考1悌

t7 
土曜｜吉川／／レ／レ／｜／｜／｜／

「一別記様式第19号
平成 23 年 出 勤 簿

I＼日

l,Fj¥ I 1 I 2 I 3 I 4 
｜月＼I 15 I 11 I 1s I 1s 

出

20 
その他

，七 土曜｜日曜 土曜｜日曜

月 l土H程！日曜｜休日 土曜｜日曜

）＼ 
土曜｜日曜 土曜｜日曜

土曜｜日曜 土日程｜日曜
月

九
土曜｜日曜 土曜｜日曜

戸う｜／／／｜／／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

土曜｜／

日曜 E三三｜／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／

月
土曜｜日曜｜休日 休日｜土曜｜日曜

卜’土曜｜日曜 土曜｜日曜｜休H

相
怯口

μ月
土曜｜日曜 土曜

月
土曜｜日限 休日｜土曜l日曜 ・木，，qE

’
 

占、、け川

kイ
戸手｜／／｜／／／｜／／／｜／／／｜／｜／｜／

休 1~1 I ｜土曜｜日曜 土曜｜日曜

土曜｜日曜 ｛本「l 土曜｜日曜
月
一
十 土曜｜日曜 土曜｜日曜

年次休暇

附与回数

分
一
分

越
一
年

繰
一
本

日
一
日

備考 合計｜／／｜／／｜／／｜／／｜／｜／｜／



（事務連絡）

平成 23年 5月9日

諒

長

~1γ、）

理 人剥
沼 事主
主係幹

室長兼
得、 （・7・ベ
叫ロ

議

~c,,, 

員

、d

総合計画課国土交通省 国土計同局

甲斐章悟

御中職員課総務部延岡市

（報告）研修に係る勤務状況について

いつもお世話になっております。

平成 23年4月の勤務状況につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内容のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

以・上

コじ＝＝ロ

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年4月分）

出勤簿（平成 23年4月分）



別記格式第19号

民
簿 氏 名 モf~ えゑ／防

出 欠
2 3 4 5 6 7 8 9 

集 2十．
10 11 12 13 14 15 年次休眠

16 17 18 19 

翁気 1帯別 短従1キ可期間 欠勤

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 
使用 u 休眠 休眠 使用 J1 

30 31 
その他

臼／時／分 日／崎／分 日／時／分 臼／時／分 日／時日／尚 尚／分

出 勤

土II記 日II翠 休日 土H翠 日日程 休日 土曜｜／ 
／／／ 

／／ ／／ ／／ ／／ 
月 日日程 土曜 日曜 土曜 日曜

／ ／ ／ 

一
土曜 日II翠 休日 土曜 日曜 I/ 

」／／

／／ ／／ ／／ ／／ 
月 土曜 日H翠 土曜 日曜 ！／ ！／ ！／ 

／ ／ ／ 

／／  ／／／  

一 土曜 日｜｜程 土曜 日曜 ｜／ 一
／／  

／／ ／／ ／／ ／／ 
月 土曜 日II翠 休日 土曜 日n翠

／ ／ ／ 

，ーー、

R 魁
土曜 日II詰~ ⑧ ~f.Q) ~~己易主文I 巴治 協関 ~1~ ＠ 信I/ IL~ ！日 土曜 日II程

＠ 宣言 台お
／／ ~/o ／／ ／／ ／／ 

月 士 11/t~ 日日程 ~~~） 土日程 日日程 ~；；， ~d ~~~ 防 休日 土曜｜／ 
／ ／ ／ 

、ー” 司‘ー．，， 、、司－・.
／ ／ ／  

五．
1~111記 ｛木日 休日 休日 土曜 日曜 土曜 日曜I/ 

／／／ 

／／ ／／ ／／ ／／ 
月 土曜 日曜 土曜 日H荏

／ ／ ／ 

－ノ~ 土曜 日曜 土曜 日曜 ｜／ 京本と4目違なしhことを証日iし主す。
／／／  

／／ 乃国俊土計切画／洋局 戸総戸合言月 土曜 日H程 土曜 日曜 ｜／ 話課／ ／ 

／／  ~·ー，• ...＿＿..＆...~ 回答哩E 沼会 宰5：豆
年次休暇 繰 越分 日

附与回数 本 年分
備 考 合計 ／／ ／／ ／／ ／／ ／ ／ ／ 日
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簿 氏 名 守？長 J量悌

出 欠

2 3 4 

集

5 6 7 8 9 短従（守可T期間欠勤10 11 12 13 14 15 年次休暇

16 17 18 19 20 21 22 

病気 1奇知l

23 24 25 26 27 28 29 30 
使用 残 休眠 休暇 使 用残

31 日／時／分 臼／時／分 臼／時／分
その他

日／崎／分 日／時日／時 時／分

別記械式第19号
成 出

-M-

ー七
土曜 日曜 土曜 日曜 I/ 

／／／ 

／／ ／／ ／／ 
月 土曜 日日程 休日 土曜 日曜 土曜

／／ ／ ／ ／ 
日曜

｝＼ 
土曜 日n翠 土曜 日H翠 I/ 

／／ 

／／ ／／ ／／ 
月 土曜 日日程 土曜 日曜

／／ ／ ／ ／ 

九
土曜 日日程 土曜 日曜 ／ 

I~ 
／／ ／／ 

月
土曜 日曜 休日 休日 土曜 日H翠 v ／／ ／／ ／ ／ ／ 

／／  

十
土曜 日曜 土曜 日曜 休日 土曜 ｜／ 

日H翠

／／／  

／／ ／／ ／／ ／／ ／ ／ ／ 
月 土曜 日曜 土曜 日日程

イー 休日 土曜

一
日曜 土曜 日曜 I/ 

／／／ 

／／ ／／ ／／ 
月

土曜 日H翠 休日 土曜 日曜 ｜／ 
／／ ／ ／ ／ 

／／  

十 土曜 日曜 土曜 日曜 ／ 一一 ／ ／ ／  

／／ ／／ ／／ 
土曜 日曜 休日 土曜 日H程 休日 休日

／／ ／ ／ ／ 
土曜

月

年次休暇 繰越分 日

附与日数 本年分
｛蔚 考 合計 ／／ ／／ ／／ ／／ ／ ／ ／ 日



f' 

、4

【 平成23年 4月分 】

勤務状況報告書

休環の状況

所属：国土交通省国土計画局総合計画課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

日 l 曜日
時間外・休日勤務の状況

日時 ｜ 事由 日時 時分 ～ 時分 日時

金

4 月

5 火 ．・～・． ．．～ ．． 18 : 15 - 22 : 00 I 3h45m 
6 水

7 木 ．．ー．－ ．・ー．－ 18: 15 ～ 19: 30 I 1h15m 

8 金 ．．ー－． ．．～ ．． ． ． 

9, 土， ~： ....；~（：州事齢九 ・. - : 九 !1~ ,,/ :"' - : 11 ＂＇~~筆陣＆tt"九務署富 I X.Joi＇オ骨 r&1ペ ． 
J・，：－－・：：・一一一一r 二~－ …一 一…ーhー：マ…’~： 1···~. －··－：.τる：;rs·よ三L 吋『’プ停”で、－－.~・－；刀‘ハuア·.ロP ヵ」マf 'i＂＂一一→ l.~ ：~C::T7ι·.~・・.＂＇？＇·~－：.·三~ ．，日．

, , 月 ・．～・． ．．～・． 18: 15 - 21 : 30 3h15m 

, 2 火 ．．～・． ．・～・． 18: 15 ～ 21 : 45 3h3伽

, 3 水 ．．～・． ．．～・． 18: 15 ～ 19: 45 1h30m 

, 4 木 ．．～・． ．・～・． 18: 15 ～ 19: 30 1h15m 

, 5 金 ．．ー－． ・．～・． 18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

, 6 土 ~ ：ー－． －．．． －－目 •I 

~§bS~：ゴ区三J[2~？？3l~i~平吉翠謹翠広三五E歪~Th~：主主主：£2~Y:
, 8 月 ・ － ．～．  18 : 15 - 20 : 30 2h15m 

, 9 火 ．．～・． ．．～・． 18: 15 - 19: 30 1h15m 

20 水 －．～． ・ ．・～・． 18: 15 ～ 22: 00 3h45m 

2 , 

* 
．．ー．－ ．～．  18: 15 ～ 21 : 30 3h15m 

22 金

23  同土
、 ・． : －・． 11: （）（）ー 14:oo; ~I 持 3h1

上記の通り報告します。

平成23年 5月 9日 画長 Jll上場
延岡市長級



諒

長

（工作務連絡）

平成 23年 6月 1日

い；・：：，，；－ヘ

”4 

補主

器禁
会議
長豆長

＼・亡、iノ
－、一~，.

人測
事主
係持
長兼

研
惚
ゆ
川
事
主
保
氏

議

， 

み

《言
員

総合計四Jj記長同土交通省 国土計岡局

甲斐章悟

佐IIrJ1 j隊員課総務部延附rli

（報告）研修に係る勤務状況について

いつもおtlf~話になっております。

平成 231f-5月の勤務状況につきまして別紙のとおりご報告いたします。

内谷のご確認及びご対応の程、よろしくお願いいたします。

以上

ロい＝＝ロ

（別紙）

勤務状況報告書（平成 23年5月分）

出勤簿（平成 23年5月分）



.. 

【 平成23年 5月分 】

日｜ 曜日 年次休暇

時分 ～ 時分

非十

6 金

7 土

~：.；：記 主．ふt:i－き：判Fヲ

9 月

1 0 火

1 1 水

1 2 木

1 3 金

1 4 土

i:$: ：会主唱
1 6 月

1 7 火

1 8 7}< 

1 9 木

2 0  金

2 1 土 ．． 
戸 h’I : 

23  月

24 火

25  水

26  木 9: 30 ～ 12: 00 

27 金

28  土

3 0  月

3 1 火

上記の通り報告します。

平成23年6月1日

延岡市長掠

日時

I 2h30m 

勤務状況報告書

休暇の状況

lJi由

所属：国土交通省国土計画局総合計函課国土基盤班

研修員氏名：甲斐章悟

時間外・休日勤務の状況

その他の休暇

時分 ～ 時分 日時 時分 ～ 時分 日時

18: 15 ～ 20 : 30 I 2h15m 

18: 15 ～ 22: 30 I 4h15m 

18: 15 ～ 22: 00 3h45m 

18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

18: 15 ～ 20: 00 1h45m 

．． ～ 

絞っ； ーん
，九一｝ .’ ． ． 、 令， 

18: 15 ～ 20: 30 2h15m 

18: 15 ～ 19: 30 I 1h15m 

}.. 

18: 15 ～ 19 : 45 I 1h3印n

所属長名：総合計画課長川上征dU¥ 
iレ－ J 
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出 欠

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
短従E干E十可期間欠勤

16 17 18 

13 14 15 周年次休眠 病気 特別

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 
使 残 休取 休眠 使 問残 その他

日／時／分 日／時／分 日／跨／分 日／時／分 自／時 自／時 時／分

別記椋式第19号 出
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土曜 日日程 土曜 日曜 ｜／ 

／／／  
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月

土曜 日H程 休日 土曜 日曜 土曜 日曜
／／ ／ ／ ／ 

）＼ 
土曜 日曜 土曜 日曜 ／ 

~ 
／／ ／／ ／／ 

月 土曜 日曜 土曜 日曜
／／ ／ ／ ／ 

j1 
土日程 日II翠 土曜 日H翠 ｜／ 

／／  

／／ ／／ ／／ 
月

土II程 日lltiI ｛本 u ｛木日 土曜 日曜 ｜／ 
／／ ／ ／ ／ 

し／／

卜
土H程 日H翠 土曜 日曜 休日 土曜｜／ 

レ／／

／／ ／／ ／／ 
月

13 II程 土曜 日曜 土曜 日曜
／／ ／ ／ ／ 

休 IJ 土曜 日H翠 土曜 日曜 ｜／ 
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実務研修職員の研修状況通知書（平成 25年 9月分）

下記のとおりです。貴市から派遣された職員の実務研修状況は、

記

（単位：日）

氏 名 出勤・出張 研修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇 備 考

甲斐正輝 1 9日 0日 0日 0日 日

出勤等の状況1 

（注）年次休暇は、時間単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

( 1 ）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること。

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF Iに関すること。

主な業務内容

9月定例県議会を迎え、答弁書の作成や参考資料の作成を行った。

次期総合計画の策定に係る人口フレームの検討（委託発注準備）

イオンとの包括協定に係る連絡調整及び関係課との詳細な調整作業を行

った。

九州園地方広域計画のフォローアップの関係で、九州地方整備局等との

調整作業に当たった。

PF I関係の資料収集等を行った。

( 2 ) 

3 その他特記事項

9月 24日には福岡市で開催された国土形成計画九州園地方計画協議会

幹事会に出席。
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平成 2 5 年 9 月 3 日

延岡市長殿

宮崎県総合政策課長

（公印省略）

実務研修職員の研修状況通知書（平成 25年 8月分）

貴市から派遣された職員の実務研修状況は、下記のとおりです。

記

1 出勤等の状況

氏名 出勤・出張 研修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇

甲斐正輝 1 9日 0日 0日 0日 3日

（単位：日）

備 考

特休は夏季休思

（注）年次休暇は、時間単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

( 1 ）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること。

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF  Iに関すること。

( 2 ）主な業務内容

8月 5日、知事とイオン九州、｜社長による「イオングループと県との包括

提携協定締結式j の開催を段取り。イオングループや庁内関係者との連絡

調整を円滑に図り、滞りなく締結式を執り行った。

九州圏地方広域計画のフォローアップの関係で、九州地方整備局等との

調整作業に当たった。

今年度の県の政策評価について、資料作成や委員会開催に同僚と協力し

て当たり、最終報告書の作成に貢献した。

同僚とともに、「県政概要j の今年度版を取りまとめた。

3 その他特記事項

8月 30日に福岡市で開催された Ppp  （官民パートナーシップ）講演

会に出席。

5月に受診した健康診断の判定は「 c2 Jで特記すべき自覚症状や既往

歴もなし。
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延岡市長殿

実務研修職員の研修状況通知書（平成 25年 7月分）

下記のとおりです。寅市から派遣された職員の実務研修状況は、

記

（単位：日）

氏名 出勤・出張 研 修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇 備 考

甲斐正輝 2 1日 0日 0.5 日 0日 0日 他に時間体3時間

出勤等の状況1 

（注）年次休暇は、時間単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

( 1 ）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること。

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF  Iに関すること。

主な業務内容

イオングループと県との包括協定を 8月 5日に締結するところまでこぎ

つけ、当日に向け、イオンとの連絡調整や関係課との協定内容の詳細な調

整に努めた。

政策評価委員会の実施に係る資料作成を行った。

「県政概要j の作成を行っている。

( 2) 

3 その他特記事項

7月 9日に宮崎大学附属中学校が実施した生徒による「県政課題研究会J

に総合政策課の職員とともに出席。中学生との質疑応答を行った。

7月 31日に開催された県の政策評価委員会全体会に出席。

猛暑の時期であり、夏季休暇をはじめとする休暇は積極的に取得するよ

う指導したい。
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延岡市長殿

宮崎県総合政策課長

（公印省略）

実務研修職員の研修状況通知書（平成 25年 6月分）

貴市がら派遣された職員の実務研修状況は、下記のとおりです。

記

1 出勤等の状況

氏名 出勤・出張 研 修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇

甲斐正輝 2 1日 0日 0日 0日 0日

（単位：日）

備 考

6/ 1 （土）出勤。後日

半日鱗取得請。

（注）年次休暇は、時間単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

( 1 ）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること 0 • 

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF  Iに関すること。

( 2）主な業務内容

イオングループと県との包括協定締結に向け～イオン及び関係課の担

当者との連絡調整に努めた。

入庁 10年目の県職員が受講する研修の講師として「県総合計画j に

ついて説明した。

県議会答弁に係る資料作成の補助等を行った。

3 その他特記事項

6月 1日に・メデイキット県民文化センターで挙行した置県 13 0年記念

式典においても、休日開催の中、参加者受付等の運営業務に積極的に貢献

した。

6月は、県議会が開催され、企画担当全体の業務が錯綜したが、自己の

担当業務以外のサポートにも厭うことなく対応した。
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実務研修職員の研修状況通知書（平成 25年 5月分）

下記のとおりです。貴市から派遣された職員の実務研修状況は、

記

（単位：日）

氏名 出勤・出張 研修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇 備 考

甲斐正輝 2 0日 0日 1日 0日 0日

出勤等の状況1 

（注）年次休暇は、時閥単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

( 1 ）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること。

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF  Iに関すること。

( 2）業務内容

平成 24年度事業の政策評価について、「危機対応Jや「産業づくり j

に関する分野を担当し、各部局との調整作業に当たるとともに、政策評

価委員会（分科会）の開催に係る関連事務を行った。

各地域で実施される地方連絡協議会のうち、「西臼杵j 及び「東臼杵J
地区に参加し、各地域における課題や取組の状況について、知識の習得

に努めた。

イオングループと県との包括協定に向け、

との連絡調整に努めた。

イオン及び関係課の担当者

3 その他特記事項

引き続き報告・相談等も適切に行いながら、円滑に業務を遂行している。

置県 13 0年記念式典の実施など、総合政策課全体で協力して遂行した

業務においても献身的に貢献し、組織の一員としての自覚、姿勢に安心感

がある。
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貴市から派遣された職員の実務研修状況は、下記のとおりです。

記

1 出勤等の状況 （単位：日）

氏名 出勤・出張 研修 年次休暇 傷病休暇 特別休暇 ｛楕 考

甲斐正輝 2 0日 0日 0日 0日－ 0日 年休 3h

（注）年次休暇は、時閥単位での取得分は合計時間数を日換算して算出し、記入する。

2 実務研修の状況

は）主な事務分掌

① 総合計画に係る将来推計に関すること。

② 政策評価に関すること。

③ 国土形成計画・広域地方計画に関すること。

④ 民間との包括協定に関すること。

⑤ PF  Iに関すること。

( 2 ）業務内容

県における事務の流れ、進め方等の全体像を把握するため、総合政策

課が関与する様々な庁内会議、打合せ等に積極的に参加した。

総合計画の推進、見直しを班全体として進めていくこととなるため、

計画全体（長期ビジョン、アクションプラン）に係る内容、知識の習得

や整理に努めた。

平成 24年度事業の政策評価を進めるに当たり、総合計画（アクショ

ンプラン）の工程表の内容把握や、各部局との調整作業に当たった。

九州園地方広域計画のフォローアップの関係で、九州地方整備局等と

の調整作業に当たった。

3 その他特記事項

職場の雰囲気にも馴染み、適時、的確に報告・相談等も行い、円滑に業

務を遂行している。

業務知識を吸収しつつ、懇親会等も通じ、他課の職員とも人脈を広げよ

うとしているところであり、今後の活躍が期待されるとともに、楽しみな

人材である。
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出張年月日 平成 25年 2月 15日（金） 10 : 00～12 : 00 

出張 地 宮崎県庁附属棟 2階 201号室

出張用件 平成 24年度市町村派遣実務研修職員政策課題研究発表会出席

所感

市町村派遣実務研修職員の政策課題研究については、勤務時間外に行ってお

り、先進地視察等はあるものの、研修に費やす時間短いものと思われました。

本市では 8年目職員を中心に実施していますが、研修内容や発表状況は本市の

職員の方が深い充実したものとなっています。

ただ、政策課題のテーマは IT機器（スマートフォン等）を活用して行政情

報の提供や「命名権Jなどの導入等であり、着眼点は評価できるものでした。

本市の高橋主任主事については、一昨年の本市での政策課題研修の経験を踏ま

え、第2班で研究内容の発表を担当するなど積極的な姿勢が伺えました。この

命名権の導入については、本市においても今後の研究課題とする必要があるも

のと思われました。

平成 25年 2月 19日

復命者 ： 職員課研修厚生係長児崎文昭 ⑧
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審
平成25年 1月25日

各市町村人事担当課長
Jず当i弘i守、

各一部組合・広域連合事務局長

宮崎県総務部市町村課長
B.7:念L科、 （公印省略）

平成24年度市町村派遣実務研修職員の政策課題研究発表会ラついて（通知）

市町村から派遣いただいております平成24年度市町村派遣実務研修職員のうち、本庁

配属の 12名は、昨年8月から特別研修を受講するとともに、政策課題研究に取り組んで．

います。

このたび、下記のとおり研究発表会を開催しますのでミ御多忙のことと存じますが、関

係職員の方に研究成果を御覧いただきたく御案内いたします。

なお、出席していただける場合は、別紙により平成25年2月6日（水）までにお知ら

せください。

記

1 日時

平成25年2月 15日俗）午前 10時から正午まで

2 場所

県庁附属棟2階 2 0 1写室
3 研究テーマ等

【第1班】 行政サービスにおける小型情報端末活用の可能性について

班長川野 辰幸（市町村課行政担当） 派遣元：宮崎市

班員阿久根浩史 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：川南町

演砂 勇二 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：西米良村

橋口 智一 （企業立地課企業立地推進担当）派遣元：日向市

【第2班】 ネーミングライツ（命名権）導入による税外収入増加計画

班長平 真樹（市町村課行政担当） 派遣元：高原町

班員河野 真史（市町村課財政・地方債担当） 派遣元：高鍋町

川崎 極 （市町村課税制・交付税担当） 派遣元：三股町

高橋 泰成 （総合政策課調整担当） 派遣元：延岡市

【第3班】 廃校を活用した地域再生プラン

班長巽 雄司 （市町村課行政担当） 派遣元：木城町

班員井植博志 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：日之影町

後 藤仁 （市町村課選挙担当） 派遣元：日向市

鬼束洋一郎（企業立地課企業立地推進担当）派遣元：都城市

4 その他

会場に駐車場はありませんので、予め御了承ください。

【担当】行政担当松田

TFL 0985-26-7116 Fax 0985-27-7919 
Matsuda-takanori@pref. miyazaki. lg. jp ・ 
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（別紙）

品視野行政担当松田】あてに電子メール又はFAXでお送りください。
a-takanori@oref.mivazaki.le:.ie F A X : 0 9 8 5 ( 2 7 ) 7 g I g 

回答締切：2月6日（水）

市町村名 延岡市
所 属 職員謀
担当者名 児崎文昭

電話番号 oJ82-22-7oo7 
メ－）レアドレス shoku仇Rcit）人nobeoka..rn: vc1lc; 

,, kij 

平成24年度市町村派遣実務研修職員の政策課題研究発表会出席者

所属 職名 氏名

職員謀 研修厚生係長 児崎文昭

／／、

v 
-

~’ 

／ 
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総務部職員課

”松田隆則”くmatsuda-t1
くundisclosed-recipients:)

送信日時： 2013年1月25日13:43
添付： 開催通知（市町村等）.doc；出席者名簿（市町村）.xis
件名： 【案内】平成24年度市町村派遣実務研修職員の政策課題研究発表会について
各市町村人事担当者
各一部事務組合人事担当者 様
各広域連合人事担当者

お世話になっております。

市町村から県に派遣いただいております平成24年度市町村派遣実務研修
．職員のうち、本庁の12名は、昨年8月から特別研修を受講するとともに、
．政策課題研究に取り組んでまいりました。

この度、別添のとおり研究発表会を開催しますので、ご多忙のことと存じ
ますが、職員の方に研究成果をご覧いただきたくご案内いたします。

なお、出席していただける場合は、男lj紙出席者名簿に記入の上、
2月6日（火）までに、下記担当までお知らせください。

よろしくお願いします。
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平成24・年度 市町村派遣実務研修職員

政策課題研究発表会次第

日時平成25年 2月 15日（金）

午前 10時から

場所附属棟2階 201号室

1 開会

2 研究発表【30分（発表 25分、質疑応答 5分）×3斑】

【第 1班】

班長
班員

行政サービスにおける小型情報端末活用の可能性について

川野 辰幸 （市町村課行政担当） 派遣元：宮崎市

阿久根浩史 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：川南町

10:00〆

10:05 

演砂 勇二 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：西米良村

橋口 智一 （企業立地課企業立地推進担当）派遣元：日向市

【第2班】 命名権導入による自治体活性化

班長平 真樹（市町村課行政担当） 派遣元：高原町

班員河野 真史 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：高鍋町

川崎 極 （市町村課税制・交付税担当） 派遣元：三股町

高橋・泰成 （総合政策課調整担当） 派遣元：延岡市

【第3班】 廃校を活用した地域再生プラン

班長巽 雄司 （市町村課行政担当） 派遣元：木城町

班員井植博志 （市町村課財政・地方債担当） 派遣元：日之影町

3 5誇評

4 閉会

！弟
》初1#..in沌乳、

ilour芯

後藤－仁 （市町村課選挙担当） 派遣元：日向市

鬼東洋一郎（企業立地課企業立地推進担当）派遣元：都城市

タ仏リ－ 1J政実録議．

・説得力（／）&'>IJ玖呉
．約犬小祈（＇科目〉
－先進地~J初予ド、パック

〉例旬綿々

2対手 '31i£ 

ノ来得メ例γト 7ろケ－l--<11エ久（舟斜？・ム崩搾）
行玖乙同銀n 得点字1~Jの紹介
A惨の戸玖 明白布めか方、カ針〔汗ふれ

イらや）ゑ紛のtetfo-

11:45 

12:00 



平底24£王鹿市町村派遣実認研修員政tli思想研究

f行政サービスにおける
小型情報端末活用の可能性についてj

問

第1斑 川野辰幸 阿久損浩史

橋口智一 漬砲勇二

はじめに
m・掴薗PAわスマートフォン・タブレット錨末を使つ
橿薗E・・m匂ている人が多くなった．
・・F町通・・・mJi写官 当~）（ツHー余白ヌマート、づ-;:t"＇.／事係省

士吉方e・Webサイトを見る．－ ・SNSアブリを使う．
・写真、動画を温髭する． ・ゲームアブリで遊ぶ．
・ニュースを見る． －地図でルートを探す．

｜錫，.符12!~ついて :. I 

｜スマートフォシ・タフレ＇））ト端末の特徴 ｜ 

偲
勘
性

----E萄
ーき：－ l a鑓住

ー画面！こ直鑓触れて操作するユ＝ークな操作性．

’高い機動性と機能性を持ぢ合わせた錨末．

1班のメンバー

はじめに

，普段の使い方は娘楽に偏っている．

，業務で使ったことが怠い．

，小型情報錨末で何がどこまでできるか
分からない．

J匹

｜…口
スマ一トフオン．タフレ＇））ト端末の特徴

伊－~！oL.＿＿一戸吋

s昏田昌P理主回目三
Jj$詔罰金三旦.：： L;ご空

色冷却~p~~~ きこ
卯刷叩layst。r』

一ー毘圃~~－

~ ..ー・”，一一

。
ご
圃
V

園
古
田

幽
U
B

a
u
m
 

一＝一－
ー地図機能などの優れた機能がある．

，ァブリを追加することで様々 な機能を付加できる．

1 
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ー特にスマートフォンの普及が急速に進んでいる．

l""'il ll!拡ついて ｜ 
③タブレット型錨末の出荷台鍛の推移 ｜ 
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怒3l'l活用状況：写について I 

固等の取り組み ｜ 

関 広報

－－－『・－『晶S胃

潰忽エネルギー庁
r&1i:アクション』

院~~；ォツの出荷台獄φ堕一一－
加

側

側

捌

測

捌

抑

制

糊
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100% 

初%
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7~ 

ω% 
s~ ・a虫の偲帯電U
~ ・ス守ートフョrン

ー比・3~ 

20" 

ω% 
。%

1•>1111.llli回ペ

ーH27年度！こは、焼帯電話の8割以上を占める．

｜如窓活
自治体等の取り組み ｜ 

光

育

祉

報

災

観

教

福

広

防

t"•a 小型…活…閥的
株式会社きびもく｛所在泊：大阪市｝

。鯨目的

ー障がい者福祉分野における小型情報端末の効果につ
いて

。ポイシト

ー障がい者雇用の環鏡改善を目指した取り組み．

bスマートフォンの高い機動力と操作性に注目し、

fお墓参り代行サービスjを企画．

2 



I ...岨慨跡諮問先糊鈎

優れたアシスト機能

ーアシスト機能①
＝参画面の銘大表示

米iPhoneの『三本絹のタッフjによる浅f'li

l第48小型備担鑓末を活用しな先進地調竃＠ ｜ 

優れたアシスト機能 ｜ 

，ァシスト機能③
＝争音声読み上げ機能（倒：メールの確認）

※！PhoneのrvoleeOver槌総』

11iH食・l.ilJi\'jj,17~1陪包~;;f剖：；四五私事m~r耳慣E圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

i：主君J！；で雪道，＇a:i
ョーー コヂム

（誌~m;お議叩齢 ｜ 

ーアシスト機能②
吟声による操作｛例：電話の発信）

※iPhoneのfSirl』による操作

INEWS 

：れ：：’2檀文庫，曙Lft<IUlli I 

＝剖Ma割問踊j岡ai：祖11<!1¥ZV.t

臨櫨盤畠掴

r~. F型盟国
j;t;~，，田園

第4D小型情穏筒末を活用した先進地調節③ ｜ 

大阪市教育雲員会 ｜ 

。縞目的

，教育現場でのICT活用の取り組み

。ポイ'Jト

ータフレ'Y卜錨末を 1人 1台利用して授業を受けられ
る体制を登備．

ー情報モラル学習教材としての活用も視野に入れる．

3 



昏~J.量・IJO!~』；，'tj待喧~ヨ::ll'Jioii苛lill~lifO..__

I <n; ~，型附税調叫悶悶
Cl ）：蓑都妓術研究所

。繍目白

ー小型錨末を活用したシステム開発に係る支援の背景
について

。ポ側、

., iPhoneプロジェクトを立ぢ上げ組織化．

ー京都市動物園のf野生の窓jや歴史的建造物をVRに
て再現するfタイム・スコープjなど実績豊富．

~·lHゑ・lli.Ji~ ；·.t刈丸信沼会話：： l’lff-'.·.~·tr・i!l!:l'-.i€＞•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

E臣認Eま・IJ~凶；，1~恥：住吉凶伺m'IJW事；；~ill沼崎SY柏E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

電事....I:僧e70Yx骨骨ー

－ 
HιUて，
継車”す

t-:fr置 Hl叫！；［＇:-ic ~3·~~..；1 ！！［’lf1晶古； m.•： ~·.to－・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・

開
明
輯
寵

｜祭………
京都フラワ一：y一リズム鍵進協議会

OH目的

ー観光アブリf花なびjの開発に至った経緯と取り組み

。ポイ羽、

ー若者や外国人観光客がターゲット．引き付ける汐ー
ルは小型情報鋪末が不可欠．

ータクシー会社と也力した鮮度の窟い情報を収集する
アイ予アとICT活用．

4 



｜鰐41'l小型筒砲沼宋を活用した先途絶調査⑤ ｜ 

｜宗田辺市役所 ｜ 

Om震目的

> 2'当地アブリfiToursjの開発経緯及び活用実績

。ポイ刻、

，インキユベーション施段0-eggを設立し、産官学連鍵
を促す環境を盤備．

ー開発会社lまD-egg入居企業であり、実験的な取り組
みを多く手がける．

iTours ，，~＂ケージゐ島知'8iooo円

~！fil岨園陸u;,w払:ti3"~－'IHl111t~前量五恥防相E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Erv

・・zm
全ての街に、と当地アプリを．

-1Wllt!i私事Jf也陶

品巴李総労
D.U. E.S.S 

マーケティシタに関するアドバイス
笑話ザークJ~による英訳「一一一

f臨昼
~·中小機構

アドバイス・PRの手伝い＂

市

冶

蹴

辺

悩

棚

田

淑

陪

京

町

劃
＠
細

山園

Jネ鈍jf1ml・影剣 o円

各自治体での活用案
⑧宮崎市

εみ情報握供ツール ゆE盛璽
・8日向市

I外国人恨光客をターゲットにした慢光ツーJ~

川南町

食材の宝庫の街の情報発信'Yール

~ι執西米良村
fJ n;;._ I 

三:.1:J；高齢者による新しい情報尭信'Y-Jll

剤約Fあれこ｛手減数の白妙c・Hv‘

斜路｜成！奴クか依すb‘
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~ .... 白c:::IJ理母吾川＝画自l~白書沼通E姐出r~~
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: " r ·~·s －ーーー－L ·1，「ド~：1 f~：竺！.；

Y泣制法J－じ＋・~·／J
ー田 4包 5位

問い合わせ
TOPS 

H立ごみの分別方法

2位粗大ごみの収集軍閥

3位ごみの峨集目程

4位戸籍謄本の郵送

5位粗大ごみの出し方

3.ごみに関する現状等

aw一
⑧
轟

自治会未加入者への
周知策が課題

集積所管理者（自治会）
とのトラブル

外国人住民にとっても
最も必要としている情報
『外国人住民~活実怨綱釜舗果領告書（H23年鹿｝』

6 



、，

5.「互美（ごみ）ナピ』の機能

①基本機能

・粗大乙みの収集申し込み

．収集曜日の表示と金録

・直接搬入場所の地図表示

7 



I 

8.導入コスト抑制の事例

横浜市の開発経費はタダ。本来は200万円必要

． 企業側のメリットが大きい事で実現

：、：時3
・多〈のメディアに紹介 ~· 倒産UP

・自治体とのプロジェクト 吟 信用度UP

・行政向け市場での地位獲得吟 ビジネスチャンスUP

・企業の勉強 吟スキルUP

8 



おわりに

，スマートフォン・タブレット錨末の活用は避けては通
れない．

ー直観的な操作でよりICTが身近に．平等に情報を共
有できる媒体．

ー無償アブリの活用など、コストを仰えることも可能．

ー大切なのは利用者の立場を念頭lζ置いた取り組み
と、活用するアイ予ア．

おわりに
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活・・・・・
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2班のメンバー

附真理
命名権（ネーミングライツ）
導スによる自治体活性化

同盟
2班

平真樹、河野真史、川崎極、高橋泰成

際報野頼関頭

し圏く盟；：；i;f~＝＝~：：＝＝ 
画面晶自画・公有施殴への命名権の温ス

糊鰍がなから

一一施段筈所有賓は、名称付与権を取得する相手方で

いぽ議選織委主回弘山とらiムム〕1
その対価としてスポンサー企業 払

同？拙蝉地域幽幽ム｜

l誕磁藤議溜襲磁趨盤踏襲i

例倣f紗貯帝

1 

命名権の概要
品~指Jj五置を語l

【一般的な商取引】

｜売り手 ｜ー ：｜買い手 ｜ 

【命名指】

｜売り手 ｜ こ｜買い手 ｜ 

しー｜ 住民 ｜←」

（笹長め理解：首ガ示あヲモ婦ら鷲:tr"'・;



命名権の概要

一一一一十一一一一一一一一－一一一一一 、

自治体が導入している命名権の形 I 

no 
『公の施設』の通称・称を定める権利

、

－－－－ i品単幽議盛語鎚轟単位醤鉛組組

4・企業側

躍留置 自
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命名権の国内動向
切~~]'l~叡ど

蕊線、ダム．道路や．’..，，の
実物資量以外のものまで．その

対象物1孟多峻に及ぶ
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一一一一一一、、，・－－－－
｜鯛期間で施股名が変 lb＠施設併前織自主名i
i わってしまう可能性－ 1：／.~分到。立γ〉な号店J:. 
＼γ~ i ·~に·－＇＂＂.·＇ .·c ：：ー’ν ＇，，＿＼C.',:..···,.i\r ~習曲三~；＇.＂.議長 ~，－＿＇］：＇.＇－；：： 

ば誌i訟品単与溢訟Jタ噂露盤鑑議溺議語路

;1l ' ぉ ' 'l ＠契約企業が不祥事を
i③歴史ある建物の場合hj －一白開店·~ r.b‘..... .,. ·~ . - い起こした場合のイメ二~：~~勝賞特する可能性ゴ ザ刷ツリヌ・可C·－~：
錨蹴齢込山（＼：ど竺？と：j雌

命名権の圏内動向
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命名権の圏内動向

命名権の圏内動向
－－荷量砂~jf~~fjf~j~·~＝ r·

φ県内の導入実績

メディキット県民文化センター

正式名称：宮崎県立芸術劇場

期間：2008年4月1日～2014年3月31日

Fスポーツ
絡段

43兄

契約金額三巴万円」』も
理『慣l！~盟主，b・

県内自治体へのアンケ｝ト

_,, .. ~，，，，，.，，，，－－ 
」，r

命名権の園内動向

県内自治体へのアンケート

県内自治体へのアンケート

nr 

1一一：
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・tC>・
•It・g・－
・lltA•
・，...・フ昆・

! ．ー ，田園 r －一一－
'i弘氏いる：1；入凶討した｜場入の予定があ！混入のf定ほ． l又l孟潟入した』｜ ことがある ！ る ； 、
l と型ある 4 －－~ .. ! ・.; t 23 

戸両~： -__ o -. _ J ← －·~ ~ - .I ‘ 

i~サ 川前
9前
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県内自治体へのアンケート

6その他
5 2軍隊名綜が変
わるなど行政 9%-
サービスに~－

がでる

9先
4命名慣の対象

となるSt慢など．
がない

12先 － , ...... 
"""'11苛高品

3 命名lUUS入叶~~\g、~
する必要性がな駕十；ν

16先
い、~：J --

U ミ円

｛復E童図寄可）

t公漉しても
企.が見つ
．からない

33先

県内自治体へのアンケート

4人的な行an白

組 1

15先

（銀政図書可）

1 n録名変更に

iよる利用者の湿

a・
33先

県内自治体へのアンケ｝ト

，一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一－－一一一、

約半数以上が興味を持っている

ー一一－一一ーー一一一 ーー．

一ー一一一一一一

i条件が揃えばどの自治体でも導入の可能性がある
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県内自治体へのアンケート

5亀織の活性化 6その他

8%- 2見
0霊峰利用者の

【ilft自筆可｝

サービス向上．

8先 .1 ~事入による
収入士宮

3 ftli!!Sllllの．
向上

21兄

38先

2行政と民間と
の筒働PR

23先

県内自治体へのアンケート

県外先進地での取組事例
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＠県内の導入実績

メディキット県民文化センター

正式名称：宮崎県立芸術劇場

スポーツ
絡股

43先

期間：2008年4月1日～2014年3月31日

契約金額 年間2千万円rr_ Eふ
島町

県内自治体へのアンケート

一：園圃二
知らない
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県内自治体へのアンケート

出騨通路鑑訟嵐亙~駿甥ゑ
地基盆針通説越醤醤鵠轟轟轟轟岱~』臼
i組製品血誼畠幽幽幽能j凶均一

棟肌脇陣i叫·~；•• ~~~－ 

県内自治体へのアンケート

”r 

”b 

．！一一一一一圃ー－ r- -
r- r』

｜混入している・ 1 ! 
勾｜ r入を検肘した「入のW あ湯入仇は又l孟a’入し1とこ l i 

｜ことがある！ る い
とがある I 

：・系列1. 0 I 1 .I 2 23 

零長写 川期
目前
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県内自治体へのアンケート
湿布流 施i

6その他
5絡段名軍事が変
わるなど行政 9%・ 
サービスに支障ー

がでる

9先

Ol敵図箸可｝

1公孫しても
企書置が見つ
．からない

33先
4命名慢の対象
となる錨Iiなど．

がない

12完

16先

県内自治体へのアンケート
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県内自治体へのアンケート

一一一一一・ー＋一一 ーー一 一、， 

約半数以上が興味を持っている
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県内自治体へのアンケ｝ト

5地域の活性化 6その他

8%・ 2先
4錯段利用者の

サービス向上．

8先

｛復敵回答可｝

HU量認知llの．
向上

21先

.1海入による

収入t’
38児

2行政と民間と
の凶働PR

23先

県内自治体へのアンケート

(1）ネーミングライツサポート事業者制度
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(1）体育施設や文化施設に積極的に命名権を導入

er職員提案』等を契機に命名権導入を開始！

＠広告効果よりも社会貢献活動による信用獲得やイ
メージアップを重視している企業もある！

轟腰電
想－尭”力。点

占
齢
制
視

山
行
う

J

の
違

織
の

．
組
外

的
や
以

』
員
告

，
膿
広

.入効果、海入リスク窃の
．命名権に関する各祖国査

… ！六？吋
・話題性！’ 斗プ＼~、F i 
・企業のイメージアップ！ I 

県内の導入に向けた新たな展開

『みやざきならではの命名権』

＠豊かな自然環境の活用

＠様々な催事の活用

＠官と民の連携・協働

2013/2/15 

(1）軒盤大型体育値盤への導入

＠新設施肢に命名権を導入！

・市内に上場企業が11社もある好条件！

欝 韓j
E圏園

..  ；，住悶着のある施忠一線に影響
い企業数手導λ件数

jじ彦苅枠dι、

県外先進地調査で見えた課題

企業三~:Xの抱姐'T"" -- ' ~！？. 

｛ 吋r ・2法省ζ. ~ － ·~f"T~；：で汽 f'~ ；；；
命名植の対象；の鉱大

... ，~常·i::'.'n七時会？で7~~ －..－.叩加問主主．、柄引~.，.
住民の理解一 I':' 

広告効果の増大

唱~司市守市守~・『・ー『‘·~~・甲南・世’司ーヲ守r

広告以外の魅力的な条件の槙索

企業のイメージアップにつながる手法の検肘

県内の導入に向けた新たな展開
一一ー一一ー一 ・－てDr

轟轟

瞳画冨麗盟
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県内の導入に向けた新たな展開
謂~-TI~~当

｜特典と似の販売権付与｜｜ 州の地の水道水で
I l‘←！古事記水Jを企画

命名権の契約金の他にも売り lI fゆがりのある神社で
上げの一部を回収 ｜ ！ ？お蹴いしてから販売

ペツ附悦納入 ｜ふ企 図
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県内の導入に向けた新たな展開

消防団の愛称の命名権を募集！ a圃h a邑

＠自治体のメリット .,a.-_• i._. 
・「きついJr厳しいJ「古い』といった l*.PJ軍司!D'
消防団に対する負のイメージの改善 百 m;a忌

．命名権の収入によって消防団活動の充実

＠企業のメリット
・僅かな報酬で地域貢献活動をする消防団に

企業名を含んだ愛称を付けることで大きな ，‘ 
イメージアップ 極ヨ揃

県内の導入に向けた新たな展開
吉署言君主主＠：

置問事調
rーでき恋i雪~~ι一一←Fユよ－：.，.. ...－・守＿.ケプ守一：.－－ーニーー － Jιτとヱニ＝＝主主三笠J
長；込でご：：：..－：三~ ーコー－：－；..：士三七日ミ主主主云手

；鍔·＝~~］縛稼厳努奈良燃総i
J綿子防相身綾子説議掛け
＠主主ロヨ主ごl戸棚？？ヘl簿：：：： ,'r 財
ー師滅 ;' －~＂ .... ,. ... 

L⑪g~蒲， v

F必私自
『00町冬祭り サポーテッド 00銀行』

～イルミネーションに命名権～ 一
女幻想的な風景で企業イメージもアップ。
様々 な世代が訪れるため、’企業PRは効果大

安太陽光発電などを行う企業は、発電した
電気で実施し、商品性能PR効果も
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県内の導入に向けた新たな展開

隆盛戸時’制酬明蹴慣伝説
『00が未来につなぐ豊かな景観づ〈り事業』

県内の景勝地等を対象に景観等保全活動（道路の整備、
周辺の草刈り、清掃活動、植栽活動等）を協働により行う。

国妻都麻：臥至極事局謙語懸想以
降翠鰭甑駿感動藤勝摺騒騒強審議麗瀦

ご静聴ありがとうございました。

2013/2/15 

置盟霊園田
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廃校を活用した地域再生プラン

はじめに

少子化
市町村合併

議 ，
~gpぽ·~~：~京駅j ... 僅謹歯菌置圃

ti：~！蹴，(f)：扇様、＇／！ ・圃・b 醒題曹関盟掴
：川界再＇~；：J~ ーマ臨薗圃圏
、吃：：.a5.2?.::.1~：：：：－j: －方で・・・ 一『四戸ー一四四百

全国の廃校の状況

2013/2/15 

3磁のメンパーは・．．

震：：

はじめに

置園田園圃置彊盟圏置圏直置圃圃圃匝

－＝：：：［翌E」F

v 過鴎.~t~－－：地域部s
t 弓E」F

全国の廃校の状況
廃伎の実態及び有効活用状況

事量M卑SlllB1111

｜仰 I10.3 I 



2013/2/15・

金園の朱：＆milt虫鎗≫’M利用計図匁3 ... 

全国の廃校の状況 • I I 宮崎県の廃校の状況

，、白

2U増加傾向に協る
2::0 

’『白

ー←反攻怠
100 

初

宮崎県の廃校の状況

... 。aλIll縄鳳

.. _ ..・県肉廃校施殴利用状況

..田’E・Ill.’
m・－’、：

自眠惚・・4事潤•t湖の施館とLτ利用Lτいる禍合1：は．骨れぞれ司停とLτカウント
Lている．

市町村アンケート

扇銭活用倹討会’Fの有錫 (I・＆：団体》
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l
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•ti也、

• llillltat.rt, 
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全体の3割強

過去10~聞の廊銭敵 z 50桟

1里塑里

~聞圃困層圏園圏一一？？竺ー『

市町村アンケート

•t2ヨ長ftJllのlldl （錨歯固.有｝ ＜•也： I*) 

市町村アンケート

•fll~活用する聞の住民の窓見llU （繍脂図書有｝ ＜•鎗 z PU 

守 f 一一一一一一一 一一一一一一一

そ＠也 去畠』王位畠.！.
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市町村アンケート

..鎗再利用についての公’の..紋況｛姐敵図書有｝ t鳳鐙z’t)

10 

2 ・E圃『－ 0 
0 

〆〆 .A.<7• f(.~· 〆
T 〆 F d〆

今後、廃校数は・・・

『A
将来の宮崎県の年少人口coa-14旗｝

①株式会社センコースクールファーム鳥取

2013/2/15 

市町村アンケート
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先進地視察

＠食曇－・

①株式会社センコースタールファーム島取

・センコ一線式会主t・

$鉱石芙ii);元服制限
＜••＞車京偲港区

lt議所：全国330ヶM

創 立 ： 1946匁7月

社員陰： 8, 640名

グループ企鱒： 71主主｛子会舘68絃．関連会社3鉱｝
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「顎翠寸山山山』

②そぱ処さわやか茶屋

安 ζ~t>U * 
q凋緩でで倉たものを必ず使用

勉元の鳳E置と興鈎D!I（ ~llll!l3トン｝

②混.ある字筏をできる問υそのまま使用

~.緒子．下ll箱．隠活用する．

②そば処さわやか茶屋

匝欝滋掴tたばこの附｛側諸

圃E璽冨置盤冨圃

ー圃圃園田園・

2013/2/15 

【会主t••l
・グランドビニールハ。ス6fl
・0膏ネギ.Jl,';1コラ・の水11111!1

．健司書
．。... ノ2のJU軍l!!I.店司陸子a泡

細工．箇の宵a
．雇用 •1名｛闘がい825名｝

※.元雇用 S名

【会主主鋸.】
・平成”量事B月に鴎鎗200円から
スタートし．現在1:1日30～•O人
濃密．
•f置隠していないが．マスコミ’F
で思υ土げられ..いと倉院.1日
100人以土の曹がスる乙ともあ3

た．•et•• 138 

③門司港美術工芸研究所｛旧門司港アート村：
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③門司港美術工芸研究所
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利用状況

園田園研…臥れ向姻附｝
作畠宛寝や

展示の舗 鳳示会などのイベントの開催
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第 1回

宮崎県市町村改善改革実践事例発表会

（みやざき犬大会）

いいね！を

シェアしよう（’マ、）ノ

とき平成25年2月 15日（金） 1 3 : 3 0～ 

ところ宮崎市教育情報研修センター 3階大研修室

主催：市町村職員自主研究グループ「力イゼン宮崎J

後媛：宮崎県市長会、宮崎県町村会、宮崎県

この大会は宮崎県市町村振興協会の自主研究グループ支援事業の支獲を受けて開催しています。



ごあいさつ

本目、記念すべき第 1回目の「宮崎県市町村改善改革実践事例発表会（み

やざき犬大会） Jを開催するにあたり、県内外から多くの皆様にお集まりいただきまし

たことに、心からのお礼と歓迎を申しあげます。

今日の地方自治体を取り巻く環境が厳しさを増していることは言うまでもありませ

ん。そのような中で人、モノ、金、時問、情報といった限られた資源を最大限に生力、

し、住民サービスを展開していくためには、職員一人ひとりの前例や常識にとらわれ

ない意識改革が必要です。

しかし、組織全体の意識改革が進まない中で、少数の職員だけが業務改善に

取り組むことは、非常に困難なことです。

そのため、我々 自主研究グループ「カイゼン宮崎Jは、常に問題意識を高く持ち、

日々 業務改善に取り組む職員に、ささやかながらスポットライトがあたる「場jを創る

ことで、自治体の枠を超えて広く情報共有を図り、やる気を高め合うことができるよう

この発表会を企画いたしました。

本日ここに、県内の自治体職員が一堂に会し、創意工夫にあふれた実践事例

を発表し合うことで、この目的が達成でき、住民サービスの向上ひいては今後の県・

市町村の発展につながるものと確信しております。自治体職員の一人ひとりが、明る

く・元気に・前向きに仕事に取り組み、住民から感謝されるとしたら、県庁・市役所・

役場ほど素晴らしい職場はありません。

本大会を契機に、宮崎県内各地で業務改善の機運が高まりますとともに、自治

体職員間の紳がますます強まることを1心より祈念いたします。

力イゼン宮崎代表西裕治

4
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「

全国都市改善改革実践事例発表会について

全国都市改善改革実践事例発表会とは、全国の自治体から優れた業務改善の実践事例を

一堂に集め、発表し、互いに情報を共有することにより、自治体職員が今後の行政運営の効率化

や意識改革につなげていくことを目的としています。

これまで、平成 18年度第 1回大会の山形市から始まり、兵庫県尼崎市、福井市、東京都中

野区、岩手県北上市、大分市と毎年自治体持ち回りで開催され、第 7回は、来る 3月 22日さ

いたま市で開催されます。

宮崎県市町村改善改革実践事例発表会（みやざき犬大会）について

宮崎県内の自治体職員が一堂に会し、これまでに取り組んできた創意工夫にあふれる業務改善

実践事例を発表し合うことにより、やる気を高め合い、広く情報の共有を図り、県・市町村閣の連携

を深めることを目的とし、以ってより良い住民サービスの提供につなげます。

今大会は記念すべき第 1回大会で、最優秀賞受賞者は3月にさいたま市で関｛産される全国大

会への切符を手にすることができます。

審査・表彰について

①波及性、②効率性、③経済性、④独自性の視点から審査を行い、それぞれ点数が高かった事

例を以下①～④の「出来スギ賞Jとして表彰し、さらにその中から「最優秀賞Jを決定します。

①広がりスギで貨

もっともたくさんの自治体で応用できそう（パクれそう）な事例に贈られます。

②早スギで賞

事務処理のスピード、住民サービス提供のスピードなど、効率化がもっとも図られた事例に贈られま

す。

③削りスギで貸

費用対効果面、コスト削減面でもっとも効果をあげた事例に贈られます。

④おもしろスギで賞

改善の着眼点がもっともユニークな事例に贈られます。

審査委員紹介

審査委員長石原俊彦氏（関西学院大学専門職大学院教授）

審査委員 日高昭彦氏（川南町長）

審査委員 徳丸賢治氏（力リ－ノ宮崎支配人）
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みやざき犬大会タイムテーブル

ー「し

13:00 開場

1 3 : 3 0 開会式

オープニング・開会宣言・員実長行あ委い員喧つ都・留電意つ事項とUお願い ／二...., .. 品
審査委員紹介・審査委 次広l スフカスプ

1 3 : 5 0 事例発表 ）＼－ト1

①小林市保健体育課【え？！今日の給食あるの？？】 の.e;でレ
②日南市北郷町総合支所産業経済課【行政主導か8民間主導へ】

③高原町総務課【自治体クラウド導入による電算コスト削減について】

④宮崎市秘書広報課【 face bookで”期待される市役所”にリ

⑤綾町総務税政課【私たち今会える臓員、一緒にKKしようZ！】

テーブルワーク

14:40 事例発表 ）＼－ト2

⑤高鍋町健康福祉課【元気なシニア”｝＼'YスJldマッスル！”大作戦】

⑦日向市下水道課【公営企業会計システム導入について】

休憩（ 1 0分間）

③小林市税務課【学校の教育ICT化】

⑨小林市産業振興課【口蹄疫・新燃岳噴火か6の復活！観光客を取り戻せ！官民

共同観光宣伝チラシの配布】

テープ〕レワーク

1 5 : 3 0 事例発表パート3

⑬都城市商業観光課【端末を使った戸別所得補償制度の現地確認】

⑪都城市道路公園課【地域住民と協働による公園の花苗植栽】

⑫川南町総合政策課【スマート会議】

⑬宮崎県危機管理課【醜より始める 100万泊県民運動】

テーブルワーク

⑬宮崎県行政経営課【ひとりー改善県民サービス向上運動】【提案・かえるのたまご】

16:20 閉会式

表彰・審査委員長総評・閉会宣言

1 6 : 3 0 閉会

※時間はてげてげの目安です。

-3 -



【え？！今日の給食あるの？？】

自治体データ（平尽 年 月 日現在）

ど人口 I 4s,ooo人 ｜ 職員数 I soo名

自治体（もしくは担当部署）の PR
たかちほのみね からくにだけ

宮崎県小林市は、南に名峰高千穂峰や韓国岳などの霧島連山、北には九州山地を望む、緑豊かな森林

に固まれた人口約 48,000人の田園風景都市です。

ちょうど、九州の真ん中下、へその部分に位置し、熊本県、鹿児島県からのアクセスも良好です。

今日はそんな小林市の魅力をごj紹介します。

小林市は畜産のまち。 10月の全国和牛能力共進会で日本一を獲得した「宮崎牛jの生産基地であり、小林市の

畜産農家が育てた牛が見事日本ーに輝きました。園芸農業も盛んで「京いもJの生産量は日本一です。また小林高

校の駅伝、小林秀峰高校のハンドボール、新体操など全国屈指の強豪高校があり、全国からさまざまな競技の合宿を

受け入れるなど「スポーツのまちjとしても有名です。日本ーに 5回も選ばれた星空、市内 75ヶ所以上で「湧水jが湧

き、日本名水百選にも認定、初夏には市内各地でホタルカ活し舞します。

改善のテーマ

｜台風最接近に給食どうするか？

改善前の状況と課題（Before)

小林市は8小学校給食室、 3給食センターで給食提供をしており、施設毎に献立や食材調達を行っています。安

心安全な給食提供のために関係者一丸となって鋭意努力しています。

台風銀座と呼ばれるほど、台風襲来の多い九州地方。最近では、台風勢力の巨大化、予想外進路、進行停滞

など、台風対策に苦慮するほδ激変しています。学校においては、児童生徒の安全を第一と考え、台風肩接近が登校

下校にかかる場合は、休校あるいは繰上下校などの処置をとるため、学校給食を急遮中止する場合があります。しか

しながら、学校としては授業単位確保のためできるだけ休校や授業短縮は避けたいので、ギリギリまで決定を引き延ば

したいため、当日朝6時に最終決定を行います。

学校給食については、ある程度の量の材料調達について、 3週～ 1月前には業者へ発注しています。業者も納品

目の前日には納品準備を整えて翌朝9時までの搬入を行っています。当日 6時決定では、業者が調達した食材が

不良在庫になっていました。業者はリスクを承知してはいますが、できれば前日までに決定していただけないかとの申し出

がありました。

そこで、 6月18日に台風4号の最接近が予想される前日の夕方に緊急会議を開催し、給食中止が結論を出し

ました。給食中止なので学校も休校にするという結論になりました。ところが、 6月19日になり台風進路が大きく変化

し、その日は快晴でありました。学校関係者や保護者は「休校しなくてもよかったのでは。 Jと思われたとのことでした。
そのような事態から、当日 6時の決定ができ、業者も困らない方法の検討が必要になりました。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

各給食センター責任者、栄養教諭、学校栄養職員と「台風最接近の当日朝に給食中止しても業者が困らない方

法Jについて検討しました。
他市町村の対応なども参考にすべく、聞き取りをしましたが、”業者のリスクの範囲内”とのことであった。

どうすれば、当日判断でも良いか、業者に聞き取りをしましたが、これまでは、当日判断→リスクは業者負担→業者

は給食納入から外れたくないので受け入れざるを得ない。であったとのこと。

聞き取りの結果や様々 な意見を出し合い、画期的ですが、シンプルな方法を見つけました。

台風接近の情報と共に最接近予想、日の献立に関係する業者と4目前から打ち合わせて、万が一給食中止の場

合は、献立を翌日にまわすことを申し合わせる。最接近予想目前日に献立をずらす可能性を業者に連絡し、納入に

ついては当日 6時に決定する。ずれた献立については週末にリセッ卜されるので献立表への影響はほとんどない。
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「一

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

（成果）

－この方法は、学校関係者はもとより、給食食材納入業者から”ありがたい”との評価を得ることができた。

・この方法は、 9月 17日の台風16号接近で、実際に通知して対応することができた（実際は夜中に通過したた｜ t 

・給食関係者捌恵を出し合い、意見を出し合うことができたため、相互理解と給食提供についての共通認識につな E 〔
め影響無）。

がった。

（副産物）

・6月下旬に検討し、準備できていたため、突然降って湧し1た7月の計画停電においても、関係者で対応策を検討す

る体制か整っていたため「万が一停電でも給食提供ができる体制整備Jにつな力、た。

コメント（改善実践者もしくはそのよ司より）

発表者

発表者名 能勢誠

所属部署名 小林市教育委員会保健体育課

電話番号 0984・23-2345 FAX番号

E-mail K_hotai@city.kobayashi.lg.jp 

－
I
「
l
i
l
－－

ー
「
｜
」
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【行政主導から民間主導ヘ）

自治体データ（平成25年1月1日現在）

仁人口 I 56,159人 職員数 680人

自治体（もしくは担当部署）の PR

日南市は平成 21年 3月に旧日南市・南郷町・北郷町が合併し、青い海と緑の山々に固まれた、自然豊かな歴

史と文化にあふれる日南市として誕生。日南海岸・i.刻巴城・鵜戸神宮・堀川運河・猪八重渓谷・マリンビューワ－・g£

熱帯植物園といった歴史資源や観光資源のほか、温暖な気候を生かした、マンゴー・スイートピー・完熟きんかんなどの

農産物、さらに400年以上の歴史を持つ飯肥杉、近海カツオや遠洋マグロの水揚げが盛んな海の幸、山の幸の宝

庫です。プロ野球の広島東洋力一プ・埼玉西武ライオンズ、］リーグの横浜FC・湘南ペルマーレのキャンプ地としても

県内外に PRしています。

改善のテーマ

森林セラピ一基地を核としたまちづくりを行政主導から民間主導ヘ

～地域づくりは人財づくり。お金がおちる仕組みづくり～

改善前の状況と課題（Before)

行政担当者（担当課）がイベントを企画し、 PR、募集、当日のイペントの運営等を行っていた。

取組んだ改善の内容 (Iくaizen)

①人財づくり・基盤づくり

国の緊急雇用事業を活用し、 H21年～H23年の3年間、地域づくりに興味を持った人材を雇用し、地域資源の

再発掘・体験プログラムの構築・地域素材を使った商品開発、そして人財育成を行った。

②ネットワークの構築・連携

1・2年目は、ネットワークを広げ、 3年目はネットワークを生かし、活動の PRを行った。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

①地域づくり団体の誕生

森林セラピ一基地北郷を核とした地域づくり団体がH24.3月に誕生。 (NPO法人ごんはる）

それにより、これまで行政が担ってし史森林セラピ一事業を民間ヘ移行させることができた。

②人財育成及ひ．地域に根差したネットワークの構築

3年間で、森林セラピス卜 1名。森林セラピーガイド1名。ノルテ‘イツクウォ－キングインストラクター2名。

癒しをテーマにしたプログラムを有資格者が案内（提供）することで、より満足できるプログラムが体験でき、それに合う

対価も得られるようになった。他にポータルサイト「ごんはるJの立ち上げ。フリーペーパー「フォレストフォレストJの発行等

③地域素材を活用した商品開発

飲肥杉商品（オヒ、ジ工・ランプシ工イド・イスなど）、温泉商品（保湿美容液・洗顔石鹸）、燈商品（ポン酢・紅

茶・ジュース・ビールなど）
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「
コメント（改善実践者もしくはその上司より）※日南市北郷町総合支所産業経済課課長植野一郎氏

NPO法人は特にi也域の林業者・農業者との深い繋がりゃ地域住民（上郷地区）との連携など行政主導では得られ

ない商品開発に大きな機動力を発帰して頂いている。

行政としては、今後の法人の組織力アップと運営の円滑化への支援をしていきたい。

発表者

発表者名 弓削勇生

所属部署名 日南市北郷町総合支所産業経済課

電話番号 0987-55-2114（内線 244) FAX番号

E-mail i-yuge_ni@city-nichinan.jp 

-7 -



r 

【自治体クラウド導入による電算コスト削減について〕

自治体データ（平成 25年 1月 1日現在）

［ 人口 ｜ 仰 8人 職員数 166人

自治体（もしくは担当部署）の PR

高原町は、霊峰高千穂峰の麓に位置し、神武天皇誕生の地として、地元には天孫降臨伝説も伝えられていま

す。

まちの主幹産業は農業、中でも先ごろ開催された全国和牛能力共進会「2団連続日本一jになった宮崎牛の生

産が盛んです。また、平成23年 1月には新燃岳が大噴火をし、住民生活に大きな被害をもたらしました。その際に

は、全国の皆様から温かいご支援をいただき、心から感謝申し上げます。おかげをもちまして、噴火前の様にまちに元気

が戻ってきたところです。

改善のテーマ

l年々 培加する電算経費削減のため、自治体クラウド導入による電算コスト削減のプロジェクトを実施

改善前の状況と課題（Before)

クラウドコンビューティングとは、「コンビュータを所有するJ形態ではなく「ザービスを利用する」形態で、ネットワーク上に

存在するコンビュータ及びアアjケーション等が提供するサーヒ．スを利用できるようにしたコンビュータサービスのことを言いま

す。

今回、宮崎県都農町・川南町・高原町、県域を越えた熊本県錦町の4自治体で、基幹系電算システムの住民

情報、財務会計、上下水道、人事給与の4システム26業務を平成24年3月からクラウドにて運用開始していま

す。従来のシステムは、

①各町でサーバーと呼ばれるコンビュータを調達していました。

②従来のシステムは、操作性を重視し、利便性の追求や、ある意味伝統的に引き継がれてきた各町の業務フロー

に合わせ、各町でシステムのカスタマイズを行うことが一般的でした。したがって、システム更新のたびにカスタマイズ

量は増加し続ける状況で、それにより法改正等のプログラムがスムーズに適用できないなどのトラブルも引き起し、

電算経費は年々 上昇し、経費削減に頭を悩ませていました。

③また、セキュリティ上の問題を抱えており、耐震工事の済んでいない庁舎内にサーバーがあったため、地震等の災

蓄に対し非常に脆弱でした。

そこで、 4自治体で「総合行政システム共同化推進機構Jという任意の団体を設立し、平成22年4月からクラウ

」導入について検討を始めました。
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取組んだ改善の内容（Kaizen)

クラウド導入のプロジ工ク卜は、ベンダー任せではなく、自治体が主導となり、より良い標準システムをベンダーと共に作

り上げていくというもので、サービス開始までの約2年間一つ一つの構成内容を協議して、最終的なサービス利用料の

確定を行う手法を採用しています。具体的な取組みとしては、

①クラウド導入によりコンビュータを所有すること力、らサービスを利用する形態へ移行、 4町のサーバーをデータセンター

で一括保守・管理し、ネットワーク機器についても共有化が図られ、コスト削減に貢献しています。

② 4町の原課職員による業務標準化作業、即ちカスタマイズ削減作業を実施し、システムのパッケージ標準機能に

合わせた業務改善を検討しました。この作業に先立ち、職員に対する事前説明を入念に実施しました。内容は自

治体同士が責任をもって取り組まなければならないため、業務負担が増えることや取り組みによりコスト削減が図られ

ること、今後のスケジュール等。その結果、｜日システムで約700あったカスタマイズを8割削減することに成功しまし

た。

③また、サーバーをデータセンターに置くことにより、セキュリティが飛躍的に向上しました。データセンターはサーバーの設

置してあるフロア全体が免震構造であり、耐震性に優れています。その他、非常用電源設備の完備、 24時間ザ

ーパーの死活監視、データのパックアップ管理、サーパールームへの入室制限を行っており、電算担当者の業務負担

も軽減されました。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

今回、上記の取組みにより、 4町による割勘効果も発揮され、クラウドを導入しなかった場合と比較して、最終的に

2 2. 5%の削減率という予想をはるかに上回る削減効果を上げることができました。

また、この削減効果を新たな住民サービスヘ振り向け、平成24年4月から24時間全国のコンビニエンスストアで

納付できるコンビニ納付をスタート。納税環境の整備が整備されたことにより、税や料金等の収納率向上に結び付くも

のと考えています。また、手数料が銀行での納付よりも割高ですが、原資は今回のコスト削減分で十分に捻出できまし

た。

その他副産物的な効果として、他の町との情報交換ができたという点があります。業務標準化作業で担当者顔見

知りになることで、システムが同一であるため運用方法や業務の情報交換や相談力可能となり、大きな収穫でした。

島
仁
自

40 

ら（~

りj

改：

r、d

4
8
t

・4r
C

M

ン

す

出（いド巳
耳~t

・H 

・H 
曇F
iiJ 

コメント（改善実践者もしくはその上司より） ｜・H

当クラウドはLGWA N回線を使用していますので、基本的に全国どの自治体でも参加可能です。当クラウドに参｜ I ・H 
加することで導入時の職員の業務量も低く抑えられ、電算経費の削減にも効果的ですので参加お待ちしております！ I ¥ ・H 

発表者 改；

発表者名 横田秀二

所属部署名 高原町総務課文書情報係

電話番号 0984-42・2112 FAX番号

E-mail soumu@town.takaharu.lg.j 
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【face bookでH期待される市役所勺こ！】

自治体データ（平成 24年 4月 1日現在）

［ 人口 I 40印 9 職員数 2,604 

自治体（もしくは担当部署）の PR

平成 18年 1月の佐土原町、田野町、高岡町との合併に続き、平成 22年 3月には清武町と合併し、人口約

40万人の宮崎市として、新たにスター卜を切りました。市域の拡大とともに、新たな地域資源が加わり、産業構造もさ

らに充実し、県都として、また南九州、｜の中核都市として、さらなる発展が期待されます。

現在、本市では、「市民が主役の市民のためのまちづくりJを念頭！こ、「株式会社宮崎市役所づくりJ「きずな社会づ℃

りJf元気な宮崎づくり」の3つの基本的な姿勢で市政運営を行っています。

改善のテーマ

～ f aceboo kページ『宮崎市役所（チーム宮崎顔本版）』を勝手にスター卜！～

「宮崎市版戦略SNS Jの有効性や可能性、運営方法などを調査研究するために、まずface boo kペー

ジを立ち上げた。様々 な情報を投稿し、 faceboo kの特徴である情報の即時性、拡散性、双方向性を検証

する。

改善前の状況と課題（Before)

H24年 3月に「宮崎市ソーシャルメディアの利用に関するガイドラインjを定め、宮崎市景観課がツイッターを運用。

しかしながら、市全体としては、「行政運嘗において広聴と広報は両輪」だという観点からの戦略的なSN Sの活用に

ついては議lg命されていなかった。

取組んだ改善の内容 (Iくaizen)

・H24年 5月 21日自主研究グループ「チーム宮崎顔本Jを設立

・H24年 6月1日非公式・試作版として『宮崎市役所（チーム宮崎顔本版）』 faceboo kページを開

設。 6月 3日公開し、 1ヶ月で 300「いいねリを得た後も、仮説を検証すベく実験的に投稿を実施

・H24年 8月 17日 二役（市長、副市長）を対象に中間発表としてプレゼンを実施

・H24年 11月 5日 二役・部局長ら幹部全員を対象にプレゼンを実施（内容は別添参照）

・H24年 12月 21日 1000「いいねリを超え、お礼のメッセージを投稿

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

faceboo kを活用し、業績を伸臥ノてし1る商工業者や IT業界の経営者に、 face boo kページ

運用に関する指導をいただき、市民に喜ばれる広聴＆広報の運嘗には、専門家である第三者のアドバイザーが必要

不可欠だと感じた。非公式ながら「いいねリを増やし続ける成果に、他の職員や議員らも注目。一般質問で取り組

みが紹介・称賛されるな乱ノ、公式運用に向け具体な検討が始まり、非公式→公式化が実現しそうな兆し！

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

発表者

発表者名 迫口和豊臼本隼也小椋大沼口一郎江下博貴児玉朋子

所属部署名 農商工連携室（児玉）

電話番号 0985-44・0600（児玉） FAX番号 I ogss-44・0273（児玉）

E-mail 
』

15nousyou@city. miyazaki .miyazaki .jp （児玉）

ム
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【私たち今会える職員、一緒に KKしようz! ) 

自治体データ（平成 24年 11月 1日現在）

｜ 人口 I 7,6s2人 職員数 81名

自治体（もしくは担当部署）の PR

今年度町制施行 80周年となった綾町は宮崎県の中央に位置する小さな町です。有機農業の積極的推進、照

葉樹林の保全等により人と自然が一体となった町つくりを目指しています。

平成 24年中にはその功績が認められ国際機関であるユネスコ本部より、ユネスコ・工コパークの登録決定がなさまし

た。また CIB国際まちづくりコンクール（カナダ・エドモントン大会）においては、「最高ラシクの 5つ星jと「特別賞：綾

方式ー交流と連携Jを受賞し、更に宮崎白日新聞社からは、自治体初の文化貨をいただくなど、多くの貨を受賞しまし

た。

改善のテーマや概要

時代は進んだ。今は誰かに会おうと思えはすぐに会える時代。この出会いを活かさなきゃ！

改善前の状況と課題（Before)

階層別研修や他市町村との交流会があっても参加しないことが多く、たとえ参加しても自ら他市町村の職員と親睦を

深めることはありませんでした。そのため、顔見知りができても、そこから関係が発展することもなく、表面上の付き合いに

なっていました。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

階層別研修では接点があった人と名刺交換を行い、研修後にはお礼のメールを送るようにしました。さらにSNS等を積

極的に使って定期的に情報交換を行い、そこで見つけた仕事以外でのイペン卜（各市町村が独自に開催している行

事なめにも参加するようにし、交流の幅を広ほした。また自ら市町村の交流会を開催することで、ネット上だけの付

き合いや、研修会限りでの一時的な付き合いにならないようにしました。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

職場外の強し1ネットーワークかできました。そのため職場内で発生した様々 な問題に対しても、問題解決方法を他の市

町村に求めることがしやすい環境になりました。また副産物としては付き合いのある職員を介して他の市町村の職員を

紹介してもらうことが多くなり交流が広く深くなりました。そのため他市町村で行われるイベン卜情報や仕事への取組み、

ニュースなども多く得られるようになりました。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

自分から他市町村の職員に話しかけたり、交流会を企画することでその後の付き合い方が大きく変わってきます。一期

一会の人生ですので、積極的に交流してほしいです。

発表者

発表者名 小崎将司

所属部署名 綾町総務税政課町税係

電話番号 0985-77-1113 FAX番号

E-mail s.ozaki@town.aya. lg .jp 
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「 【元気なシニアつりスル！マッスル！ II大作戦）

自治体データ（平成25年1月1日現在）

仁 人口 I 21, 669人 1 5 5人職員数

自治体（もしくは担当部署）の PR

宮崎県の中央部に位置しており、北に尾鈴山、東に日向灘に面する自然豊かな町です。町内には、舞鶴公園をはじ

め、秋月藩の城下街の面影が今ちなお残っており、歴史の香りを感じることができます。高鍋海水浴場は、コンディシヨ

ンの良しゅーフスポットとして有名で、全国各地から多くのサーフアーで賑わっています。

また、”百年の孤独”をはじめとする焼酎や天然カキ、キャベツ、白菜、ズッキーニなどなど、美味しいものも盛り沢山で

す。

改善のテーマ

本町の65歳以上の高齢者は約 5f 7 0 0人で、高齢化率26. 5%、4人に 1人が高齢者という超高齢化

社会に直面している。高齢化社会というと活力が失われるなどマイナスなイメージが付きまとうが、本町では元気で生き

がいのある高齢者を増やし、ポジィティブな長寿社会”高鍋モデル”の構築を目指す。

改善前の状況と課題（Before)

高齢化の進展と共に、医療費や介護給付買が増加し、町の予算においても社会保障経費が年々増加している。ま

た、急速な高齢化に伴い、より良く生きたいがどうすればいいのか分からない高齢者が溜加し、引きこもりやアルコールに

依存する傾向も見られるようになっている。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

①中央公園に健康遊具”てくてく”、”ぶらぶら”を設置。

②シニアサーファーの育成

③ 65歳以上高齢者を対象にした「ノルディックウオーキング教室Jの開催

④認知症予防システム”タッチで脳体操”を使った認知症予防

⑤H脳の健康教室”の開催

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

－現役フルマラソンランナーの74歳の男性が、腰を痛め通院していたが、健康遊具を使い始めてから治療がいらなくな

った。

・首から夢見ていたサーフィンが退職後にできるようになり、サーフィン場が高齢者の集し1の場となった0

・週！こ1回の”脳の健康教室”と残り6日間の宿題が楽しみという高齢者が増加。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

元気で生きがいのある高齢者が培えると、医療費や介護給付費が抑制され、余った財源を未来を担う子供達の教育

や産業振興、環境保全に活用することができ、持続可能なまちづくりができる。そして、何よりも高齢者本人が毎日楽

しく生き生きと過ごすことができ、社会全体の幸福感が増加する。

発表者
』

‘・・ー
発表者名 守部智博

..... 』 所属部署名 健康福祉課

...... ・ー』 電話番号 FAX番号

』h』

E-mail t-moribe@town.takanabe.miyazaki.jp 

-12 -



｛公営企業会計システムの導入について】

自治体データ（平成24年 12月1日現在）

｜ 人口 I 64,o9s人 職員数 596人

自治体（もしくは担当部署）の PR

日向市は、国民的歌人「若山牧水Jの生まれ故郷であり、温暖な気候と、美しい山々 、お倉ヶ浜をはじめとする黒

潮おどる太平洋など雄大な自然が自慢です。また、国の重要港湾に指定されている「細島港Jは、宮崎県内唯一の国

際貿易港として発展を続けており、隣接する工業地帯を含め、宮崎県を代表する「港湾工業都市Jとして大きく発展

する可能性を秘めています。

改善のテーマ

｜水道事業、病院事業、下水道事業の3事業合同で、公営企業会計システムを導入します。

改善前の状況と課題（Before)

水道事業と病院事業は、それぞれ別々 の公営企業会計システムを導入し、運用している。

平成26年4月、地方公営企業法の改正により、従来使用してきたシステムが利用出来なくなるため、システムの

改修または新システムの導入を検討しなければならない状況であった。また、下水道事業も同じ時期に、新たに地方

公営企業法を適用するため、新システムの導入を検討しなければならなかった。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

水道事業、病院事業、下水道事業の3事業共同で、公営企業会計システムを導入することになったD

各事業単独で導入するよりも、費用が抑えられることになる。また、庁内 LANや既存の）＼ソコシを利用できるため、

システム構築が一体的に行え、法改正にも迅速に対応が出来ることが期待されている。

また、管理方法が事業ごとに異なっていた固定資産データや企業債データも、新システムにデータ移行することによ

り、同じ方法で管理が出来るようになる。帳票類の様式も共通したものにすることが出来るため、仮に3事業間内で人

事異動があった場合もスムーズ！こ業務遂行が出来ることが期待される。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

当初、水道事業の会計規程の見直しを委託により行うことを考えていたが、システムを合同で導入することがきっ力、け

となり、水道事業と下水道事業の担当者が合同で会計規程の見直しを自前で行うことになった。平成23年 10月

から週2日のペースで見直し作業を行うことにより、規程の内容や簿記への理解が深まった。

3事業合同の協議ち定期的に行うことにより、連携が密になり、話しやすい雰囲気となった。

また、職員課が呼ひ‘かけをしている自主研究グループヴ簿記資格取得グループJ力市吉成されるきっかけとなり、庁内

でちょっとした簿記ブームが弗き起こった。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

システムを共有化することにより、時代の変化に迅速に対応が出来るシステムづくりを意識した事例です。

小規模自治体ほど取り組みゃすい事例ですので、ぜひ参考にしてください。

発表者

発表者名 辻本義夫

所属部署名 日向市生活環境部下水道課業務係

電話番号 FAX番号

E-mail y-tu]imoto@hyugacity.jp 
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【学校の教育 ICT化】

自治体データ（平成 年 月 日現在）

仁人口 ｜ 牝 000人 ｜ 職員数 I soo名

自治体（もしくは担当部署）の PR
たかちほのみね からくにだけ

宮崎県小林市は、南に名峰高千穂峰や韓国岳などの霧島連山、北には九州、｜山地を望む、緑豊かな森林

に固まれた人口約 48,000人の田園風景都市です。

ちょうど、九州｜の真ん中下、へその部分に位置し、熊本県、鹿児島県からのアクセスも良好です。

今日はそんな小林市の魅力をご紹介します。

小林市は畜産のまち。 10月の全国和牛能力共進会で日本一を獲得した「宮崎牛Jの生産基地であり、小林市の

畜産農家が育てた牛が見事日本一に輝きました。園芸農業も盛んで「京いちJの生産量は日本一です。また小林高

校の駅伝、小林秀峰高校のハンドボール、新体操など全国屈指の強豪高校があり、全国からさまざまな競技の合宿を

受け入れるなど「スポーツのまちJとしても有名です。日本一に 5回も選ばれた星空、市内 75ヶ所以上で「湧水」力ち勇

き、日本名水百選にも認定、初夏には市内各地でホタル力活し舞します。

改善のテーマ

学校における ICTを活用したペーパレス化と経嘗・運営・事務の効率化

改善前の状況と課題（Before)

市内各小中学校（16校）に対し、国・県や関係機関及び市からの年間 1000件程度の文書を全て紙媒体で送

付していた。中には、枚数が数十枚になるものもあったこと力、ら、市教育委員会の手間や消耗品代、コピー代が嵩んで

いた。さらに、学校においては、受付文書を校務分掌に応じて各担当用をコピーしていたため、その手間と消耗品代とコ

ピー代がか力、っていた。

また、全ての情報を紙媒体や FAX等でやりとりしていたため、迅速かつ適正な情報共有に欠けており、円滑な学校経

営に支障をきたしていた。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

平成19年度にWebサーバを導入し、ブラウザ (InternetExplorer等）ペースの情報共有システムを導入し、その

システムを活用して、スキャナと PDFソフトを利用した文書配信機能、文書処理簿機能、掲示板（BBS）機能、ス

ケジューラ機能を学校に提供開始した。

サーバ4誇築に費用は要したが、情報共有システムは学校事務職員で構成される事務の共同実施組織が開発したこと

から、システム開発費及ひ導入費については市の財源負担を要しなかった（平成 24年度現時点においては、より高

次の機能を求めて SOHO事業者とシステムを共同開発し、低価格でのシステム利用を行っている）。

さらに、平成 22年度にはファイルサーバを導入し、大容量の資料や、職階に応じた秘匿性を要する資料の共有をサー

J f上で行う仕組みを構築した。

空蓄した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

システムを導入した結果、コストメリットや事務の効率化、迅速かつ適正な情報共有が図られたのはもちろんのこと、学

校の ICTリテラシー（活用能力）が向上し、現在においては学校から新夫尉幾能やシステムについて提案を受け、その

アイデアを教育委員会が実行するというケースも出てきている。また、システムの用途は事務（校務）に限らず、授業

への利用や職員の資質向上にも波及しており、自由に発想し、学校経営・運営に ICTを活用して、教育の質の向上

を果たそうとしら機運が、教育委員会・学校双方に高まっている。
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コメント（改善実践者もしくはその上司より）

学校の発案が出てくるような環境となってし1る一要因として、学校と協働でシステム開発に取組んだ事が大きいと思う。

現場サイドの意見を尊重することで、互し＼（こ切碓琢磨しようとしら風土が出来上がったと思う。

発表者

発表者名 永野真吾

所属部署名 小林市税務課

電話番号 0984-23・0115 FAX番号

E-mail 
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【口蹄疫・新燃岳噴火からの復活！

観光客を取り戻せ！官民共同観光宣伝チラシの配布）

自治体データ（平成 年 月 日現在）

｜ 人口 I 4s,ooo人 職員数 500名

自治体（もしくは担当部署）の PR
たかちほのみね からくにだけ

宮崎県小林市は、南に名峰高千穂峰や韓国岳などの霧島連山、北には九州山地を望む、緑豊かな森林

に固まれた人口約 48,000人の田園風景都市です。

ちょうど、九州の真ん中下、へその部分に位置し、熊本県、鹿児島県からのアクセスも良好です。

今日はそんな小林市の魅力をご紹介します。

小林市は畜産のまち。 10月の全国和牛能力共進会で日本一を獲得した「宮崎牛jの生産基地であり、小林市の

畜産農家が育てた牛が見事日本一に輝きました。園芸農業も盛んで「京いもJの生産量は日本一です。また小林高

校の駅伝、小林秀峰高校のハンドボール、新体操など全国屈指の強豪高校があり、全国からさまざまな競技の合宿を

受け入れるなど「スポーツのまちjとしても有名です。日本一に 5回も選ばれた星空、市内 75ヶ所以上で「湧水」が湧

き、日本名水百選にも認定、初夏には市内各地でホタルが乱舞します。

改善のテーマ

｜・官民共同観光宣伝チラシの配布

改善前の状況と課題（Before)

小林市には、官民がそれぞれが運営する観光地が多数存在している。これまで観光シーズ‘ンにおける宣伝活動はそ

れぞれの観光施設ごとにチラシを作成するなどして対応していた。

しかし、その方法では施設ごとに又は行政が単独で、チラシを配布するなど単発・バラパラの観光宣伝であること力、ら非効

率であった。また、経費がそれぞれ発生するとしら課題があった。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

官民共同で観光宣伝を行うために周辺の観光地が連携して部会を設立。

施設ごとに経費を妓分し、共通のチラシを作成した。按分することで、 1施設あたりの単価は安価でありながら、大量

のチラシを作成することができた。

また、配布にあたっては、各自治体の教育委員会を通じて小中学校生徒に配布することで、コストが実質無料で、

効率的に広範囲に配布すること力？できた。 （各教育委員会への郵送コストのみ発生）

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

取り組みにより、官民共通の目的を低コストで効率よく達成することができた。

広範囲に大量のチラシを配布できたこと力、ら、観光客が前年比平均 130%の伸びを記録した。施設によっては、前年

比 700%としの記録となった。また、共同の部会で取り組んだことにより、マスコミからも取り上げられ、新聞やニュースで

報道されるなどパブリィティ効果もあった。

低コスト・効率的であることから今後も長期的にも継続していける取り組みである。部会協議により連携ち深まった。今

後も協議を継続し、さらなる観光客増加のため、改善に取り組んでいきたい。
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コメント（改善実践者もしくはその上司より）

観光PRは、自治体だけでは不可能であり、民との連携が不可欠だと思います。

なぜなら自治体の魅力とは公だけが持つものではなく、むしろ民が持っているものだ力、らですo

発表者

発表者名 種子田宗希

所属部署名 小林市経済部産業振興課

電話番号 0984・23-1174 FAX番号

E-mail lく＿syoukan@city.Iくobayashi.lg .jp 
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【端末を使った戸別所得補償制度の現地確認）

自治体データ（平成 25年 1月 1日現在）

｜人口 I 167,992 l職員数 nu 

今

JE
J
 

4
i
 

自治体（もしくは担当部署）の PR

都城市は県の南西部に位置し、人口は南九州では鹿児島市、宮崎市に次いで3番目で、南九州における産業、

経済、教育、文化の中心的役割を担っています。それを象徴するかのように、宮崎・鹿児島両県合わせて9つの市町

村と隣接しています。

最近はご当地グルメである「チキン南蛮カレーJや「都城焼き肉三昧定食炭火定食Jなどがメディアを賑わしています。

改善のテーマ

戸別所得補償制度の現地確認用地図を紙ペースで運用していたものを、電子データ化したうえで大型ヲjンタを利用

し、カラー出力できるようにしました。さらに、 Ipa dを活用した新たな改善に取り組みました。

改善前の状況と課題（Before)

現地確認用地図を作成するのに大型アjンタでコピーし、それを貼り合わせて作成したものに情報を手書きで書き込

んでいた。地図の作成にかなりの労力と時間を要する割に、字が小さく使いづらい、信張るとし1った課題があったoまた、

地図とは別！こどの地番に何の作物が植えている力、を入力した表と確認しながら現地の確認を行っていた。しかし、厳しい

財政状況下においては新たな地図作成システム等（見積もりで数百万単位）を導入する予算もなく、前述のような

手順で地図を作成していた。

取り組んだ改善の内容（Kaizen)

①資産税課のシステム（GIS) Iこデータを取り込めるようにデータを整理した。

②現地確認用地図の田んぼ1つ1つを作物ごとに色分けし、その作物名をあらかじめ地図に表示できるようにした。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

①地図の作成に要する時間と労力を大幅に改善することができた。

②地図を見れば確認する作物が色と文字で分かるので、現地確認に要する時間を大幅に長野宿すること力？できた。

③現地確認後の結果示した地図を作成する必要もあるのだが、そちらに要する作業時間、労力を削減することができ

た。

④試行的に現地確認用地図をPD F化し、 Ipa dに取り込んだ上で、 PD Fに手書きで色を塗ったり字を書け

るアア1)( 8 5円）を利用して現地確認を行った。これは、紙やインク代の削減だけでなく、地図を作成するのに全く時

間がかからないことや、同じ地図を複数作成可能、間違って記入してもすぐに修正できるなど‘大きな効果があった。

⑤これだけの改善を行ったにも関わらず、所属課として支出した予算及び翌年度以降のランニングコストが0円！
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コメント（改善実践者もしくはその上司より）

との市町村も財政状況は厳しく、限られた予算の中でいろいろと改善されているかと思います。今回の事例は、自分

だけ、また自分の課だけでは不可能なことでも、常日頃から他課の職員との風通しをよくしておくことや情報交換をして

おくことで実現できた改善だと思います。

これは自分の考えですが、面倒くさいなと思う作業や仕事には、必ず改善の余地があると思います。改善されていない

から作業や仕事を面倒くさいと思うだけで、それを改善するだけですごてやりがいのある作業や仕事に代わっていくような

気がします。今回の改善でそのように感じたところです。

また、 Ipa dなどのタブレット端末の活用については、農業だけでなく、資産税関係や防災関係などの多種多様な

業務においても幅広く活用することで、業務の効率化や市民サービスの向上を図ることができるのではないでしょうか。

発表者

発表者名 鳥取竜一郎

受口寿文

所属部署名 商工部商業観光課商業担当

市民生活部資産税課賦課担当

電話番号 0986・23-2983 FAX番号 0986-25-6200 

0986・23-2124 0986-23-2673 

E-mail shogyo@city.miyakonojo.miyazaki.jp 

kotei@city.miyaiくonojo.miyazaki.jp 
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【地域住民と協働による公園の花苗植栽】
自治体データ（平成 25年 1月 1日現在）

｜ 人口 I 167,992人 職員数 1,530名

自治体（もしくは担当部署）の PR

都械市は県の南西部に位置し、人口は南九州では鹿児島市、宮崎市に次いで3番目で、南九州における産業、

経済、教育、文化の中心的役割を担っています。それを象徴するかのよう！こ、宮崎・鹿児島両県合わぜて9つの市町

村と隣援しています。 最近はご当地グルメである「チキン南蛮カレーJや「都城焼き肉三日未定食炭火定食Jなどがメディ

アを賑わしています。

改善のテーマや概要

｜地域住民との協働による早水公圏内への花苗働

改善前の状況と課題（Before)

外部委託により、年間約 2,000千円経費が力、力、っていた。

取り組んだ改善の内容（Kaizen)

以前は外部委託により公園に花苗植栽を行っていたが（経費年間約 2,000千円）、年 5回行っている早水公

園内での緑の相談所（園芸教室）開催時に、苗作り・鉢上げ実習を取り入れ、参加者全員で圏内の花垣に花を

植えて、年間を通して圏内の花を絶やさない取り組みを行った。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

【得られた成果］

・経費削減（年間 2,000千円）

．市民との協働による郷土愛の熟成

L思いもよらず得られた成果］

－来園者の増加（園芸教室受講生が自ら蒔き育てた花が公園に咲いているという意識の芽生え）

．緑に対する関心の深まり

・緑の相談所（園芸教室）の知名度アップ

．早水公園のイメージアップ

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

年々 先細りになる予算の中で、苦肉の策としてこの取り組みを始めたが、思いもよらぬ成果を得て驚いています。特

に4年目を経過した緑の相談所（園芸教室）は、年々受講希望者が増え、現在は参加者討由選で行っている状

況であり、緑の相談所（園芸教室）の知名度アップ！こつな力tっており、また、早水公園のイメージアップにちなっていま

す。

発表者

発表者名 中村康雄

所属部署名 都城市土木部道路公園課街区公園担当

電話番号 0986・23・2613 FAX番号

E-mail gairo@city.miyalくonojo.miyazaki.jp
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【スマー卜会議）

自治体データ（平成25年 2月 1日現在）

｜ 人口 ｜ 瓜 736人 職員数 170名

自治体（もしくは担当部署）の PR

川南町は県の太平洋沿岸の中央部に位置し、雄大な自然の中で農耕・畜産・漁業を主産業とした緑豊かなまちで

す。また、戦後の大規模開拓が進んだ日本三大開拓地のひとつでもあり、先人たちのフロシティアスピリツツが今も受け

継がれrJ11南合衆国Jとも呼ばれています。

近年は、日本一の軽トラ市やフェスティパルイントロントロン、電飾大作戦などの特色あるイペシトのほか、キャンプ誘致

を中心としたスポーツランド力、わみなみに取り組み、観光客など交流人口増加に力を入れています。

更に、急速に進歩する SNSの有用性に着目し、全国でも2番目となる全職員フェイスブ．ツクアカウント取得を実現し、

行政情報発信と双方向性を利用した意見聴取を推進しています。

改善のテーマ

これまで多くの手間と時間を要して開催してきた各種会議を、フェイスブックの機能を活用した手法を導入し、最小限の

労力と時間で最大限の効果を発揮できる会議となった。

改善前の状況と課題（Before)

会議開催までには、参加者の把握、会場確保、資料作成など多くの労力と時間を要する。しかし、苦労して会議開

催までこぎ着けたものの、議論は進まないばかりか、協議内容など開催後の意思疎通が思ったほど出来ないことが多く

見られていた。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

全職員カザカウントを持っていること力、ら、グルーカ幾能を利用した周知と参加者把握が容易になった。

また、ファイル共有機能により意思、疎通を会議開催までに実施し、協議した内容や決定事項についてもグループ内での

投稿によって参加者全員で情報を共有するようにした。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

簡単な議論は投稿で済ませることができ、必要のない会議を開くことがなくなった。また、ファイルを共有することができる

ため事前に協議内容を知ることができ、会議開催時にはある程度の意見を持って臨めるようになった。さらに、会議後

は担当者が協議内容や決定事項を投稿することによって、グループ内での意思統一力t確保できるようになった。

これまで、顔を合わせた会議では、人付き合いやしがらみ等もあって、これまで意見の出にくい場面が多く見られたが、投

稿での議論が行われるようになったため、あまり発言の機会が無かった者からの投稿があるなどの効果も見られるように

なった。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

川南町ではSNSを新たなコミュニティとして地域に根付かせていく取り組みを今後ち実践していきたし1と考えています。ま

だ使つてないところは、職場などで身近なコミュニティを作ってみても面白いんじゃないでしょうか？

発表者

発表者名 河野賢二

所属部署名 川南町総合政策課

電話番号 0983-27-8002 FAX番号

E-mail lくawa-ken_Iくm@town.kawaminami.miyazaki.jp
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【院より始める 10 0万泊県民運動）

自治体データ（平成24年4月1日現在）

「 人口 ｜ 約11 3万人（宮崎県） 職員数 l約3, 8 0 0人（知事部局等）

自治体（もしくは担当部署）の PR

宮崎県は、古来「日向の国jと呼ばれ、太陽の光が燦々 と降り注ぐ風光明婦なところです。観光地としても人気があ

り、かつては新婚旅行のメッカとも言われていました。平成に入り、リゾートやスポーツランドなど、新たな視点で観光振興

に取り組んでいます。最近では、県内各地において、特産グルメや感動体験などを素材にして、地域活性化や集客を

図ろうとする動きが活発になってきました。県でも「 10 0万泊県民運動Jと銘打って、県民が県内各地で宿泊し合う

運動を提案し、相互交流や地域振興を図る取り組みを始めています。

改善のテーマ

「10 0万泊県民運動Jについて、県職員自らが企画して実践し、県内各地の地域資源の再発見や地域住民との

交流を行い、それをマスコミや県ホームページなどで県民に広く紹介する。職員が率先して「椀より始めるJ

ことで、県民の皆さんに県内各地の魅力引里解していただき、県民運動としての大きな流れへと進めていく。

改善前の状況と課題（Before)

「10 0万泊県民運動Jは、河野知事が2年前に自らの政策提案として掲げ、県の総合計画にも位置づけたところ

だが、まだ緒に就いたばかりで、具体的にどう進めていくか、これからの課題である。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

宮崎県では、政策課題や事務改善のアイデアについて、職員が自由に提案を行う「提案・かえるのたまご］という制度が

ある。そこで、今年度の募集に際し、 rn鬼より始める 10 0万泊県民運動～県職員の手づくり県内ツアーの実施Jと題
して、職員の知識やネットワークを活かしたツアー企画、職員・家族等の自主参加による県庁版職場旅行の実施を提

案し、職員投票やプレゼン審査を経て、知事貨として採択された。

第 1回目のツアーは、 11月23日～24日に「秋の水郷を巡る延岡感動の旅jと題して実施し、職員家族21 

名が、「ピュアな自然に包まれて、歴史と文化と産業がコラボする街Jの魅力を満喫。延岡市の職員や地域の方々との

交流も行い、マスコミでも大きく紹介された。 （費用は全額割り勘で、 1人約2万円）

第2回目は、 3月9日～ 10日に西臼杵を訪ね、神話伝説に触れながらの町歩きや各種体験、地元レストランで

の交流会や農家民泊などを行う予定。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

地域の魅力を再発見し、テーマ性を持ったツアーに仕上げることで、 10 0万泊県民運動の一つのモデルを作り、県民

にPRすることができた。また、一連の過程を通して、職員の企画力の向上、秘められた能力の発揮、職員同士の親

陸、市町村職員や地域の皆さんとの連携強化など、さまざまな副産物が得られている。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

すでに、この取り組みを知った一部の経済団体や市町村力、らも関心が示されており、自分たちもやってみようとの反応が

出てきている。多くの人々 が県内のことを知り合い、お互いに行き来し合うことで、相互理解や地域活性化も進むものと

思う。県民がお互いに「小さな貨沢Jをすることで経済娠興にもつながる。今後、県内各地でツアーを実施し、この輸を

宮崎県全体に広げていきたい。

発表者

発表者名 大坪篤史

所属部署名 宮崎県危機管理局

電話番号 0985-26-7064 FAX番号

E-mail ohtsubo・atsushi@pref. m iyaza ki. lg .jp 
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【移動図書館車～知恵と工夫～】

自治体データ（平成 25年 1月 1日現在）

｜ 人口 I 1,267人 職員数 72名

自治体（もしくは担当部署）の PR

宮崎県の西部に位置する村で、児湯郡に所属している。宮崎県内では最も総人口が少ない自治体である。

特産品として『ゆず』、『椎葺』、そして『カラーピーマン』など力f有名である。

コ

また、観光地として、『西米良温泉ゆた～と』、『小川作小屋村』などがあり、村外から来村される方々 が近年増加

傾向にある。生涯現役元気村を合言葉に村民ひとり一人が生きがいを持って生活し、村全体で活力ある村づくりに取

り組んでいる。

なお、本村のイメージキャラクターは狩子坊主（力リコポーズ）の『ホイホイ』君である。

改善のテーマ

｜ 高齢社会につなぐ図書室の在り方

改善前の状況と課題（Before)

本村は村立図書室を村の中心部（村所）に有しており、遠隔地になると図書室を利用するにも車で約 30分の

時間を要する。

また、高齢化率 40%を越えており、車を運転出来ない村民も多数いることから、こうした方々 が読書を楽しむには

難しい状況にあった。

取組んだ改善の内容（Kaizen)

｜ 移動図書館車の導入であった。

改善した結果得られた成果（After）や副産物（思いもよらず得られた成果）

移動図書館車が各地区を巡回することで、どんな人でも図書室まで行くことなく本を借りて読書を楽しむことができ

た。

しかし、図書館車を購入することは高額な予算を要するため、職員の知恵と工夫による図書館草の巡回が始まっ

た。このことが、多数の本を貸し出し、そして読書を楽しむ村民を増やすことに繋力tった。

移動図書館車の取組は、平成21年度からスター卜した。当初は軽自動車に3段のカラーボックスを2組（約200

冊）を載せて巡回し、年間で 1,214冊貸し出すことが出来た。この冊数は前年度の貸出冊数と比較し、約 12倍の

数を貸し出すことに成功した。そして平成 22年度からは、不要になった学校給食車を改造し、約 900冊の本を積ん

で巡回をし、年間総貸出冊数が 1,579冊、平成 23年度は 2,032冊になった。そして平成 24年度には村民の読

書活動をさらに推進するために、雨でも車内で選書ができる図書館車を約 700万の予算で購入。こうした取り組みに

より、図書室から遠隔地にある集落でも読書を楽しむことができることに繋力、た。

コメント（改善実践者もしくはその上司より）

夏の暑い日に図書室の本を車に積み込む作業は大変でした。しかし、巡回を待つ人、そして読書を楽しむ人を思う

と、本の出し入れを頑張れました。公用車にカラーボックスを積み込んで始まった移動図書館。読書の推進を考えた時

に、効果的な取り組みであると思うところです。

発表者

発表者名 松葉大樹

所属部署名 西米良村教育委員会教育総務課社会教育係

電話番号 0983-36-1111 FAX番号

E-mail d-matsuba@vill.nishimera.lg.jp 
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J ( ~活~.発表グループの皆さん（発表順）
能勢誠（小林市）弓削勇生（日南市）横田秀二（高原町）迫口和豊（宮崎市）臼本隼也（宮崎市）

小椋大（宮崎市）沼口一郎（宮崎市）江下博貴（宮崎市）児玉朋子（宮崎市）小崎将司（綾町）

守部智博（高鍋町）辻本義夫（日向市）永野真吾（小林市）種子田宗希（小林市）鳥取竜一郎（都械市）

中村康雄（都械市）河野賢二（川南町）大坪篤史（宮崎県）横山由美（宮崎県）松葉大樹（西米良村）
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岩満龍（川南町）三角佑介（国富町）松葉大樹（西米良村）稲田陽介（川南町）三浦久知（宮崎県）

西水流豊和（小林市）山之内稔（宮崎県）加蕨悠一郎（小林市）金指秀樹（富士市）脇元正広（串間市）

松木弘志（宮崎市）加膝智之（日南市）宮越直正（高鍋町）河野賢二（川南町）中原芙季子（美郷町）
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ありがとうご、ざいました！

また来年お会いしましょう（ ，マ、）ノ
（、 L、子ュ！



《え？！今日給食あるの？？

「給食のこんな時どうする？J

～台風でも計画停電でも対応可能な学校給食シ
ステムの構築～

改善した内容

・台風時給食対応マニュアルの作成

〈その背景と改善内容、成果〉

・計画停電時給食対応マニュアルの作成

〈その背景と改善内容、成果〉

E
V
 

アユマ応対食給時
成

風
作

台
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台風時の給食対応マニュアル作成

・背景〈その 1) 

台風銀座といわれるほど台風襲来の
多い南九州。昔から授業日に台風最接
近が予想されると、児童生徒の登下校
の安全を担保するため臨時休校になる
場合が多い。しかしながら学校として
は過密なカリキュラムのため極力休校
したくないので、当日朝ぎりぎりに判
断をしていた。



/1台風時の給食対応マニュアル作成

司・背景〈その2)

しかしながら、当日朝休校が決定した
場合には、

給食中止． 
肉、魚などの生鮮食料品の納入中止

易
業者の責任で処分〈処分費は業者持ち〉

／・台風時の給食対応マニュアル作成

司・ 改善〈その 1) 
各給食施設責任者（3センタ一、 8給
食室〉を集め、当日判断でも業者が困
らないようにするために、出来る事を
考えた。

※〈食材の発注は2～3週前に行っ
ている。場合によっては1か月前に発
注している。中止変更は1週間前にす
る必要がある。〉

台風時の給食対応マニュアル作成

・背景〈その3)

業者から、前日の判断をしてほしい
と要望（6月17日〉があったため、前
日（6月18日〉に（6月19日〉給食中止
を判断し、休校となった。

ところが、未明に進路が大きく変わ
り、当日は晴天になってしまったため、
学校も業者も因らない給食対応に迫ら
れた。
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台風時の給食対応マニュアル作
成
・改善〈その2)

検討した結果を栄養教諭・学校栄養
職員、納入業者と情報交換しながら、
業者も給食施設も納得できるように工

夫し、マニュアルを作成し、全ての関
係者に共有を図った。
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A f t e r 
台風時の給食対応マニュアル作成

・改善〈その3)

最終案を栄養教諭らに修正を加えて
いただき完成した。

実際の台風接近時（ 9月17日の台
風16号接近〉にマニュアル発動の情
報発信ができた。実際は進路が逸れた

が、準備態勢を構築できたことにより、
学校や業者をはじめとする関係者に安
心を与えることができた。
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戸。。計画停電時給食対応

マニュアルの作成

Before 
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／｜ 計画停電時の給食対応
六 lマニュアル作成
（ 河 ・背景伽， ) 

6月27日九州電力が新聞報道等で
計画停電の開始を発表。

市内の殆どが計画停電エリアに入っ
ており、学校としては休校にしたくな
いため、給食対応〈給食を出せるか出
せないか〉を検討する必要に迫られた。

緊急校長会を聞き、停電時間によっ
ては給食中止し、弁当で対応する事が
決定した。

計画停電時の給食対応
マニュアル作成

・背景〈その2)

しかしながら、保護者からの不満の
声が聞こえるようになった。

また、現場〈調理員〉からも何とか
給食実施できる方法はとれないかとの
声もあり、台風時マニュアル作成の経
験を生かし、施設責任者や調理員と検
討を行った。
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宮崎県が取り組む事務改善事業

、

｜事業 1
I·~ rひとりー改善県民サービス向上運動j

・事業概要
・取組事例 県税事務所における自動車税取扱事務

｜事業2 「提案・かえるのたまごj

ミ；.＿！！！.！.
＼ 、

宮崎県が取り組む事務改善事業

． ， ． 、、、、
、司、

、‘

・事業概要
・取組事例 1 地震・津波発生時における緊急連絡

方法の見直し
・取組事例2 事務所のお宝発見
・取組事例3 通勤届の省略

． ． :.J 

宮崎県総務部行政経営課

」
同
均
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宮崎県が取り組む事務改善事業

ムp船主
宮崎県が取り組む事務改善事業

、、
、

｜事業 1『ひとりー改善県民サービス向上運動JI 

【事業概要】

h職員一人ひとりが、
~f~t荏事の質を向上させる工夫や改善等を行うことにより
ト県民サービス・利便性の向上を図ることを目的

軍事業 1

『ひとり一改善県民サービス向上運動j

J事業2 「提案・かえるのたまごj ｜ 

・事業概要
・取組事例 県税事務所における自動車税取扱事務

・事業概要
・取組事例 1 地震・津波発生時における緊急速絡

方法の見直し 、＼

・取組事例2 事務所のお宝発見
・取組事例3 通勤届の省略

． ． 
:.J 

｜来成23年度にスタ＝－t=した、目標設定・点検制度 ｜ 

対象：知事部局（7郁 1局）の本庁各課（局・室） ｜ 
及び出先機関 ｜ 、

巴．



宮崎県が取り組む事務改善事業

.!. ... ~ 
｜事業 1rひとりー改善県民サービス向上運動』｜

【実施内容】

個突の職員・担当（係〉ごとに取組目標を設定

↓ 日々の取組

｜↓取組状況を自己点検（四半期毎）
‘ 

↓ 日々の取組
、

I~：，絡所属の取組を取りまとめ（年 1 回） ｜制度担当課 4
．；効果の高い取組等を情報共有し、取組の波及を推進 守l ~： 
... ・c特に優れた取組については表彰等を行う） ，一二

宮崎県が取り組む事務改善事業

.l-ntニ
｜事業 1『ひとりー改善県民サービス向上運動JI 

、

【取組の波及を推進】

時例集を作成し、庁内ポータルサイトに保"fi~~－－~I 

＼ 、

ヱー・！船主
宮崎県が取り組む事務改善事業

［事業 1『ひとり一改善県民サービス向上運動JI 

【取組の波及を推進】

｜持例集を作成し、庁内ポータルサイト！こ保存 ｜ 

l炉供レポートを庁内電子掲示板でお知らせ
、、

局長己点検等について、庁内放送でお知らせ

.! ... 11iil.. 

＼ ． ・， ， 、

宮崎県が取り組む事務改善事業

事業1『ひとりー改善県民サーピス向上運動」

｜取組事例 県税事務所における
自動車税取扱事務の場合

［現状］

窓口での 7依！納税制書を持参 l｜納付書を
！ ”→ lされないか、、納付問国 l→｜

i自動車税納｛寸 ｜後一定期間の経過←Jl再発行

［問題点］

i車検を受ける際は！ ！納議証明書l丈： ！再発行された；
i納税証明書が！→！納税通知書に！→！納付書には付 i
i必要 ! i付いている j iいていない



エー
宮崎県が取り組む事務改善事業

事業1『ひとりー改普県民サービス向上運動J

取組事例 県税事務所における

自動車税取扱事務の場合

［現状］

1窓口での

自動車税納付

宮崎県が取り組む事務改善事業

エー船工
事薬 1
二：rl>とり一改善県民サーピス向上運動J..• ~ 
・事業概要
・取組事例

i事業2

・事業概要

県税事務所における自動車取扱事務
、、

「提案・かえるのたまごj

・取組事例 1 地震・津波発生時における緊急速絡
方法の見直し

・取組事例2 事務所のお宝発見
・取組事例3 「通勤届』の省略

． 、
"' 

、． ・．

． 
宮崎県が取り組む事務改善事業

.t..，.~ 事業1『ひとりー改善県民サービス向上運動J

、、

取組事例 県税事務所における
自動車税取扱事務の場合

窓［改口善納点付］の場合は、常に車検の有効期限を確認し、

期限が近い方には、

納税証明書が必要ないか声かけを行っている

［効果］

再度窓口に来所する必要がなくなる

宮崎県が取り組む事務改善事業
苧...，＿曹

司咽・”も由噛ー

｜職2 「提案山のたまごJキJ」
【事業概要】＼

局内の政策や事務改善のアイデアを掘り起こすとともに、 ｜ 
県政課題に率先して挑戦する職員の意欲喚起と意識改革｜
を図ることを目的として

、 ． 
‘ 、a 、

， 

｜平成18年度にスター卜した、職員提案制度 ｜： 

対象：庁内ポータルサイトを利用できる全職員
（知事部局・企業局・病院局・教育庁等の本庁・出先機関等全所属）



「提案かえ似まごJ 社~~・」
【実施内容】 （平成24年度）

lfY：提案の募集『政策提案Jr事務改善提案JIこ区分 ｜ 

ポータルサイトの投票システムを ｜ 
利用した職員投票 ｜ 

提案者によるプレゼンテーションt I 
（庁内審査員） : I 

優秀な提案を知事が表彰－ ~J ',, 

宮崎県が取り組む事務改善事業

b←次審査
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｜事業2

宮崎県が取り組む事務改善事業

エ，，斗

斗

宮崎県が取り組む事務改善事業

r向かえるのたまご」斗γ」

宮崎県が取り組む事務改善事業

「提案かえ似まご」キン」

ヱー.•u.l..
（事業2

~ ·.~ ;.I-. '::/ 



.!..1u_~， 
宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 『提案・かえるのたまご』 i1u.i. 
宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 『提案・かえるのたまごJ
‘、、． 

一
言
害
一
…
一
寸
、
る
一

川
町
淡
置
二
一
一
凶
あ
一

日
開
用
設
二
二
バ
同
一

ιr
専

板

二

二

川

M
U

る

斉

員

示

二

一

一

吋

凶

一

ナ

一

職

掲

三

二

え

ム

目

一

－

－

一

寸

＋
T

こ
二
つ
可
一

お

し

二

い

い

し

に

直

二

↓

＼

一

一

↓

時

見

＝

船

U
1
J
…
…
…

uuu

生
の
ご
割
引
い
一
一
ニ
ヰ
樹
一

発
制
二
淡
町
一
一
一
一
動
急
一

波
体
二
制
覇
パ
二
一
一
電
緊
一

津

絡

＝

団

回

目

・

．

↓

・
連
一
、
一
↓
一
一
一
！
！
日
i
j

震

急

二

つ

U
川
」
一
刻
一
一
mm
が

地
緊
＝
リ
二
れ
一
…
題
一
一
例
庁
一

．
一
要
一
一
波
創
一
一
司
一
一
震
登

一
概
一
一
津
に
絡
一
一
イ
一
一
地
の
一

1

一
課
一
一
九
時
漣
二
状
一
一
模
員
一

伊
一
提
一
一
震
生
急
一
一
見
一
一
規
職
要
一

事
口
五
溌
緊
二
．
3
一決’没出

事例 1 地震・津波発生時における
緊急連絡体制の見直し

1、

［改善点］

地震など大規模災害発生時に、

職員の安否と登庁の可否等を確認する

「安否確認メールシステムJを運用開始

、、

エ郎t
宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 『提案・かえるのたまご』 l..~Ri 
宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 『提案・かえるのたまご』

事例 1 地震・津波発生時における
緊急連絡体制の見直し

事例 1 地震・津波発生時における

緊急連絡体制の見直し

［見込まれる効果］

・電話回線が通じ無い場合の安否確認等が可能

．一斉に送受信できることで、

時間の短縮が図られ、 LI 
迅速な業務継続体制の構築・維持 _#ff'I 
が可能となる 虚；号金

~崎臨時 ~II’. .;・ ・返信されたメールは 自動集計の後、安否等の｜
情報が応急対策を行う各所属に提供され、

業務遂行体制の構築が開始される
、
、・．



宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 「提案・かえるのたまごJ

宮崎県が取り組む事務改善事業

，場 事業2 『提案・かえるのたまご』
『，－ ·u.~倶

｜事例2 事務所のお宝発見

｜［提案概要］

各所属で利用されなくなったフィルム式カメラ
等の備品・消耗品を点検し、
インターネットオークションで売却する

[j型空－：；~~~；~~~｝＿＿ ;:/ －·：~~： J 
f・デジタルカメラの普及により使われい吻い
！ なくなったフィルム式カメラ等が存在 .•••. 
i ・廃棄する場合にも費用が発生 -t. 

・マニアには価値があり、廃棄はもったいない

事務所のお宝発見

［改善点］

・本庁各課や出先機関における不用物品を調査

・売却可能なものを選定

a ・財務規則の改正、ガイドライン等の作成 ！ 

・インターネットオークションで売却

［効果］

• rレンズj 『ストロボJなど
合計62品を約68万円で売却

・廃棄経費の節約
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宮崎県が取り組む事務改善事業

事業2 『提案・かえるのたまご』.!..nt~ 

｜事例3 通勤屈の省略

［提案概要］

＼ 

事例3 通勤届の省略

県庁（本庁）周辺の人事異動で生じる通勤届を
省略できるようにする

ー［改善点］

通勤経路の認定方法を変更

《変更前》 → 《変更後》
各自が通う庁舎の 「本館正門j に統一

自宅に近い門

［効果］

・事務手続の簡素化（変更届の入力・認定）も&ii
・紙資源の節約 ~ 



、

宮崎県が取り組む事務政普事業

l.111..l. 
【まとめ】＼

｜事業 1『ひとりー改善県民サービス向上運動』｜

｜担当業務に関する改善目標設定、情報共有（波及推進） I 

f ［効果］身近なところから取組、自己点検による継続性！

［課題］組織全体への浸透 て _! 

｜事業2 提案・かえるのたまご

｜ 担当業務外についても提案、事業化・改善の検討・導入 1・・ ~ 

I ［効果］事業化・予算化、プレゼ万ーシヨン機会の提供）

！［課題］職員の参加、事業化・改善の具体化 ！ 

宮崎県が取り組む事務改善事業

ーキ司，ー’I•｝~キ~ 
【まとめ】、＼

事業に取り組、む理由

限られた人員や財源で、多様化・高度化する県民ニー

ズに応える行政サービスを提供し続けるためには、

知恵と工夫が必要であり、継続的な取組が不可欠
、

↓ 新たな行財政改革の指針 、． 

「みやざき行財政改革プランJ （平成23年6月策定）

，， 

今 一総加制組んで 行 持 す ！ 鞘 I-

宮崎県が取り組む事務改善事業
帯 情島

司ーE’1-+
【まとめ】、

事業に取り組、む理由

限られた人員や財源で、多様化・高度化する県民ニー

ズに応えるための行政サービスを提供し続けるためには、

知恵と工夫が必要であり、継続的な取組が不可欠

↓ 新たな行財政改革の指針

「みやざき行財政改革プランJ （平成23年6月策定）

・効果的・効率的な行政基線の確立 ｜ 
｜『援案・かえるのたまごJ

・県民回線による行政味士ドスの由ト寸
｜『ひとりー改善県民サービス向上運動j

・持続可能な財政基盤の確立 ｜ 

．・
ザ 、

場挙
句~.. ,,, .. ふ

、

、、

ご静聴ありがとう、ございました

．． 
、ふ》

， 
， 

~l 



第1回宮崎県市町村改善改革事例発表会

～県職員の手づくり県内ツアーの実施～ l
L一 一一 宮崎県危機嘗理局J大坪算里－－ _j 

（ 1 提案要約

／一＼｜県職員が「手づくりぬ県内‘~＂ーJを企画
( 1 JI ～お気に入りの場所、おいしい食べ物、楽しい体験。

＼ 」 ／ I 1泊2日のツアープランを作成。

／ヘ＼｜全庁掲示板に発表し乞穆加者奄募集
( 2 ll ～職員だけでなく家族の参加もOK。

＼」....／I 費用はみんなで割勘（子供は半額）。

／で＂＼ I''Ii'－（；）実施
¥ 3 JI ～県内各地の魅力再発見。出会い、ふれあい、感動。

＼ー／｜ 県庁HPやツイッターなどで県民にも広く紹介。

ぐ，r·1:00万泊県；~運動J〉

① ｜ 芳県民｜となり、人やお金が動くことによる経済効果が期待できる

①l量さひ一出す石向…な

①｜県民にことつ

効果を

①！地域間 雌 さ れ 一 … る 施 吋
｜光地の側にも新たな「気付き」が期待できる

0-'2現状及ザ問題点 j

／～＂＇ I I Of?万泊県民運動防拍手っtelざかり
( 1 ）｜～「行ってみたしリとの動機付けが必要。県内に運動の

'--.../I 輸を広げていくために、県職員が率先して行動を。

／ヘ｜県職員c;)知器や情報、人脈がちっ定~＇~~＇
( 2 ｝｜～担当業務以外でも能力を発揮できる機会が必要。

＼」J ノ｜ 新たな「出る杭Jの実践的人材育成を。

／一＼｜嵐過しぬ良い職場づくり也大き砂課題
( 3 ）｜～職員・家族の交流、独身職員の出会いの場が必要。

＼～ーノ｜ お互いに仲良くなって、明るくゆたかな県庁生活を。



3効果

｜①職員の企画力・実践力の向上 〉
「寸

②職員・家族聞の交流促進
｜｜ 

③独身職員の出会い・婚活促進
｜｜ 

④地域の人々との交流促進、県民への波及

大ク
「一雨方泊県民運動の積極的な推進 ） 

具体的な実践例（ツアー第1弾）

要望



～ 1日目～

｜ ～ 1日目～

③旭化成工場見学

～をねl志水かよう蛤苦手っ定

II麗

②昼食

～1日目～
今回お邪魔したのは

「丸玄J
～名物「干キン 大担おろしと黒酢を使った甘

酢がたつぷり。
自慢の釜飯も付いたセットを
いただきました。

云ー－－－ ’ ：ユ：~啓＆』

延岡市内では

48店舗で

を楽しむことができます。
（もちろんタルタルソース付き
も！）

～ 1日目～



愛宕山は、ニニギノミコトと

コノハナサクヤヒメが出会った
というE地。

銀自は
た

弘
h
I
U

お
暗

造
住
川

酒

耐

訓

リ
寸
枇
一
れ

守
貨
の

愛宕LlJから見える約300
度速なる大パノラマは、

カップルが一緒に晴らすと幸
せになれるという値や終生の

会いを誓う鍵のモニュメント
があります。

にも選ばれてい
ます。

,,,,..,,,; 日目,,,,..,,,; 

「⑤祝子川と

！ 佐藤焼酎製造場見学 ｜祝子川は、水郷延岡の中

I ～参る古美術館怠思nitゑ続審U. .,Jでも特に水のきれいな川。
』圃邑 Eその昔、

ホオリノミコト（山幸彦）が
産還を使ったところとか。

それで祝子川という名前に

三壬！｝~~：~1事！なったのだとか！

佐藤焼醸造場では
で最後の工程で1本1本手

でぎゅっと握りしめられて

愛情を込められてから出荷
されているそうです！

,,,,..,,,; 日目,,,,..,,,; 
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延岡地酒飲お比べ、血水c;)零

～延岡ぬ地酒老回し＠ぬ11t?

r, 順畜lζ自分ぬ敬奄披露

清酒千徳、佐藤焼酎、ひ・5じピ＿，
－ 

1 

目日，、圃，，、d

' JJえ＇；，.
i占 $， I 

IJ¥ '; j町る i
：｝錯も i

σ） I 

_ _  j はi
」ー←d

【1日目】
①減山（集合）
↓ 

②昼食
↓ 

③旭化成工場
↓ 

④行蹟神社とひでじピ－｝~工場
↓ 

⑤祝子川と佐腐焼酎製進場
↓ 

⑥干徳酒造と愛宕山の夜景
↓ 

~ l⑦夕食｛曲水の宴｝

~』す噌国圃圃彊....民量盛~－－－~ l【2日目】
ー司ヨ面r:-l"'← 司．，曹司祖国量彊置面£.'E.I⑥島野浦散接
..  震司島色 曹. ;1}.Nゼヨ・町可証~温 l ↓
て語沼田園邑L I , －~~弘::ar·i＇.＇冨，~圃｜（②須美江フ7ミリー水族館
4JlllW'・Bi.・ All ・l圃・＂＼＇.・.：..’ fヨa・＂＂. l↓ 
ー， ￥－ ’A~＇＇サ二..... ・..... ｜⑩道の駅北浦

‘ニ~＿.. I↓ 一一一 ・⑪『鮎ゃなJで昼食

目日,,,,..,,,; 



～2日目～

③島野浦散策
～潮風に吹かれ宅長かよう

7:c• ／－（；）旅
日豊海岸の
美しい眺めに感動！
フェリーで20分、
高速艇なら10分で到着します
（ダイヤも充実）

名物「あげみJ
掲げたて、美味しかった～！

｜ ～2日目～

⑪鮎ゃなで昼食 店＇~ 1~：~ふ合）
～や電子宮い怠だく鮎I~サイ主旦：？｜る昼食

·~~ちκt l↓ 

ム．長竺：l③旭化庇工場

臨調E

↓ 

④行腺神社とひでじピール工場
↓ 

⑤祝子Jllと佐蔚焼酎製造場
↓ 

⑥干徳酒造と愛宕山の夜景
↓ 

⑦夕食｛曲水の宴）

【2日目】

⑧島野浦散策
↓ 

⑨須美江フ7ミリー水族館
↓ 

⑩道の駅北浦
↓ 

⑪「鮎ゃなJで昼食

広報

ツアー前・ツアー後、

テレビや新聞に取り上げ
たいただいたほか、

県庁ホームページでも

周知を図りました。

事前PR

~ 

須美江ファミリー水族館
五ヶ瀬川の生き物、海流に

,- ''.I 乗って聞からやってくる色鮮
~－~ .... lやかな魚など見ることができ、
E圃画圃釣り好きにはたまらない魚た

ち！

タッチングコーナーでは、
『なまこJを触ることもできる
よ！
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瞳覇

最後に

多くの人々が県内のことを知り合い、お互いに行き来し
会うことで、相互理解や地域活性化も進むのでは。

県民がお互いに「小さな賛沢Jをすることで経済振興にも
つながります。

最後に



最後に

皆さんも、一緒に

地域の魅力を再発見、発信

してみませんか！



【みやざき犬大会】

森林セラピー基地を核とした

“まちづくり”を
行政主導から民間主導ヘ

～地域づくりは人財づくり。
お金がおちる仕組みづくり～

発表者：日南市北郷町総合支所産業経済課

産業経済係主任主事弓削勇生

1 .日南市の概要
・平成21年（2009年）3月30日に旧日

南市、北郷町、南郷町が合併

・人口約5万6千人

青い海・緑の山々に固まれ

自然豊かな魅力あふれる町

2013 
NANGO SPRING CAMP 
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項目

I. 日南市の概要

2. 改善前の状況

3. 改善の内容

4. 改善後の状況



2改善前の状況
平成20年（2008年)4月森林セラピー基地認定 lしかし｜
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参加費などは低料金のsoo円など

（無料の時もある．．・）
しかもガイドや弁当、参加賞までついて
このお値段・．．



そこで・・・

平成21年度（2009年度）より

国のふるさと雇用再生特別交付金事業
緊急雇用創出事業

3年間で・・・

人財育成

3改善の内容

地域活性化を図るためには
民聞が運営できる体制を作る事が必要！！！

【行政はサポート役】

［糊榊断指持刊三：ー三i訳家；るお：·~~五W.~~~；＇.Jb；~~~｝，＇.~.：； ｛~；~＼ I 

体験メニューの構築



ネットショップの運営
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3改善後の状況
1）付加価値のある体騒メニューの霊値

散策・NW・ヨガ・クラフト・収覆体験など
カスタマイズできるメニュー作り

七.；，萌
即売所の運営及び物産販売

2）地域ブランドに特化したネットショップ事業の整備

温泉、伝肥杉など地域資源を活用したPB商品の開発
生産者と連慢してネットショッブでの販路拡大

3）企業と連接した『森の応援団』の実施

宮崎県内の中小企業と連援し、森林保全活動への取り組み

2012年は、轟林保有者の協力のもと、4社と捜捜し、社員の
コミュニケーションやレクリヱーションの場所として担供する

4）団体・人材（コーディネーター）の育成

雇用していた職員が地域づくり団体『NPO法人ごんはるJを股立

法人社員がコーディネーターとして体験メニューの構築やインスト
ラクターとして活動中。各種団体の事務局も引き受けている。



－ 霊 園 監盟理塑圏

森を生かすのも人

地域を生かすのも人

住民を動かすのも人

×圃圃

i1色域に住む人が楽しく生き生きと生活できさ ,・ 
il 手助けをこれからも心がけていきたい 斗

置画面圏直掴臨極量量薗置.盟E国軍量E圏直圃・圃

～ご清聴ありがとうございました～



自治体クラウド導入による電算コスト削減

第1回宮崎県市町村改善改革実践事例発表会

自治体クラウド導入による

電算コスト削減

平成25年2月15日（金）

宮崎県高原町役場総務課 様田秀二

園田園・ーーー← I 
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クラウドコンピューティングとは
自庁内盟 クラウドII

4自治体でクラウド運用スタート！

平成22•4.月凶:a開始
l'll晦，a..町人口： 1

。 II 川閉町人口： 16,734人

0 II 高原町人口： 9.698人

。館本県錦町人口： 11.416人

女※~11会渇

平成24..fl!3月 運用開始

住居・・g，ス，ム

d』与下水温シス予ム

IHI合計システム

高原町 2013/2パ5



自治体クラウド導入による電算コスト削減

改善前の状況と課題（Before)

’.c<・、

状況とi'lJI(Before) 

電算システムの様々な課題
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4こレ
クラウド導λの協議・検討開始

｛箆合行政システム共同化経遥鴎卿｝

取組んだ改善内容（！くaizen)

高原町 2013/2/15 
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自治体クラウド導入による電算コスト削減

クラウドによる機器の共有化改．内容阿川

・＝町： 共通喝、v〆

、~ -:P' 
川南町ー

高原町

＂町 .;l

カスタマイズ削減（今業務標準化）

幽函益面崩議房叡聞暢明場開閉
担当uのスタンスが.要．事前に目的意虫を舗え付ける

Rl①・・・－・…たせ…m｜②パッケ－~システムを＆本とする室温
t③現在co•＆フローの見直しによるn泉
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＃司tm•21s•

死活.IUI

データパックアップ管理

λ退11管寝

；凋火殴儲
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耐宣・免!l／耐火・防水構造

~電ルートのE置俣

24”聞の霊視体制

II停の保管
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自治体クラウド導入による電算コスト削減

成果（After)

電算コスト削減

－：・コスト削減の成果
.槍更訴 3町 4町

•t量

新たな住民サービスのスタート

。平成24年4月 コンビニ納付開始

・24時間全国のコンビニで納付可能

（納税環境の盤備〉

．期待される徴収率の向上

－手数料増加は、コスト削減で捻出

。他町との情報共有化・更なるコスト削減

成果（Aller)

成果（After)

・システム運用や業務上の相談、情報共有

・LGWAN回線により‘金国どの自治体でも多加

可能！参加お待ちしております！

宗務守 ’E 

高原町 2013/2/15 
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自治体クラウド導入による電算コスト削減

ご静聴ありがとうございました

圃園置置圃瞳盤覇軍盤雑菌言語奈子、直室冨思里里里唖・・圃圃圃

圃盟国富盤趨謹器密主主婆緩纏醤露盤置薗園盟国

高原町 2013/2/15 
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